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〔
翻
刻
〕
飯
冨
雅
介
師
所
蔵
『
高
安
流
仕
舞
附
　
天
・
地
・
人
』
（
三
）

　
先
号
に
続
き
、
「
人
」
冊
の
三
二
曲
を
翻
刻
す
る
。
凡
例
等
は
全
て
前
号
と
同

じ
で
あ
る
。
『
高
安
流
仕
舞
附
　
天
・
地
・
人
』
の
翻
刻
は
今
回
で
完
結
す
る
。

　
（
表
紙
）

高
安
流
仕
舞
附
　
人

　
（
目
録
）

　
弦
上
　
　
　
　
一

　
千
寿
　
　
　
四

・
藤
渡
　
　
　
十

・
耶
耶
　
　
十
五

　
大
瓶
狸
々
十
七

・
葵
上
　
　
二
Ｉ

　
飛
雲
　
　
二
五

・
野
守
　
　
三
一

芦
刈
　
　
　
二

祇
王
　
　
　
五

国
栖
　
　
十
一

鐘
埴
　
　
十
六

七
騎
落
　
十
七

　
小
塩

・
春
栄

三
　
松
虫

五
　
・
盛
久

・
楊
貴
妃
　
十
二
　
咸
陽
宮

　
照
君
　
　
十
六
　
狸
々

禅
師
曽
我
十
八

　
葛
城
　
　
二
二
　
・
船
橋
　
　
二
三

・
船
弁
慶
　
二
六
　
葛
城
天
狗
二
八

　
俊
成
忠
度
三
二
　
・
小
鍛
冶
　
三
二

　
雷
電

・
黒
塚

　
大
江
山

　
現
在
頗

八三

十
三
十
七
十
九
百
二
二
九
三
四

（
1
3
1
）
（
弦
占

出
立
・
次
第
同
前
。
師
長
謡
。
（
尤
）
脇
地
返
に
名
乗
足
有
。
脇
能
の
時
は
名

飯
　
塚
　
恵
理
人

乗
足
。
常
は
下
二
居
。
師
長
右
壱
・
弐
尺
後
に
引
。
「
此
君
と
中
ハ
」
と
可
諏
。

尤
連
四
人
〔
或
八
二
人
〕
立
向
所
前
の
如
シ
。
脇
答
拝
し
、
一
足
引
、
師
長
差
声

謡
。
脇
「
末
に
見
へ
た
る
」
と
右
へ
披
き
、
踏
廻
り
、
師
長
「
過
れ
は
後
に
は
や

成
」
と
向
合
。
道
行
同
前
。
本
着
也
。
廻
賦
。
「
是
成
塩
屋
」
と
大
小
の
中
を
見
。

「
先
か
う
御
座
」
と
師
長
に
会
釈
。
師
長
脇
座
に
行
、
床
机
に
掛
る
。
連
行
手
、

次
二
脇
行
。
（
山
姥
）
の
如
し
。
角
掛
下
二
居
。
太
夫
出
、
謡
済
、
【
連
】
下
ニ

居
と
立
。
（
太
夫
の
方
を
見
。
）
壱
足
出
、
案
内
乞
。
但
太
夫
ハ
床
机
也
。
連
姥
太

夫
と
問
答
の
う
ち
ハ
離
し
、
連
姥
立
と
見
、
問
答
。
太
夫
「
仰
尤
」
と
云
時
見
。

「
お
宿
参
廿
ふ
」
と
謡
済
て
、
下
二
居
。
太
夫
「
い
か
成
御
方
」
と
云
畢
て
、
正

面
角
掛
、
「
此
君
」
と
膳
。
「
大
雨
ふ
る
事
」
と
太
夫
に
向
。
〔
但
他
流
ハ
　
「
失
よ

り
し
て
」
を
脇
謡
故
、
「
雨
の
大
臣
」
と
太
夫
に
向
。
尤
「
此
君
」
の
前
、
詞
無

手
モ
有
。
〕
太
夫
詞
有
。
答
で
立
、
左
へ
廻
り
、
笛
の
上
に
行
。
琵
琶
を
両
手
に

て
持
。
〔
持
様
習
有
。
〕
師
長
の
前
に
行
、
中
腰
に
て
渡
す
。
揆
の
持
添
様
有
。

〔
但
ハ
チ
ハ
ナ
シ
〕
渡
し
畢
て
、
左
へ
披
き
立
、
座
に
帰
へ
る
。
尤
右
へ
廻
下
二

居
る
。
大
夫
「
引
さ
ゝ
れ
て
」
と
向
。
「
い
ざ
く
板
屋
」
と
放
し
、
「
何
と
て
も

ら
ぬ
」
と
向
。
「
思
ひ
ょ
ら
ず
も
」
と
立
。
師
長
の
側
に
行
、
中
腰
に
て
琵
琶
受

取
り
、
膝
立
【
替
】
直
し
立
。
「
た
ま
わ
れ
ば
」
と
太
夫
の
前
に
行
、
中
腰
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
）
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天・地・人』（三）〔翻刻〕飯冨雅介師所蔵『高安流仕舞附

渡
す
同
前
也
。
左
へ
廻
り
、
座
に
行
、
下
二
居
、
放
す
。
後
無
構
。
師
長
人
は
に

「
馬
上
に
」
と
人
事
有
。
脇
ハ
不
構
（
人
）
。
【
後
】
済
【
で
】
脇
よ
り
段
々
人
。

良
）
（
芦
苅
）

　
始
め
（
山
姥
）
に
同
じ
。
狂
言
云
云
相
済
、
末
の
連
の
右
の
膝
角
に
角
掛
、
下

二
居
る
。
太
夫
出
、
「
是
ハ
此
演
の
市
に
」
と
見
、
「
出
は
や
」
と
立
、
壱
足
出
、

問
答
。
「
露
な
が
ら
」
と
放
し
、
皿
済
見
。
問
答
。
太
夫
「
あ
れ
に
見
へ
た
る
」

と
見
る
所
『
を
』
　
（
に
）
　
【
見
】
　
（
向
）
。
「
あ
ら
ふ
し
ぎ
や
」
と
太
夫
『
に
向
』

（
を
見
）
、
「
古
冊
を
引
く
」
と
、
太
夫
来
り
、
脇
を
さ
そ
ひ
、
角
掛
出
、
三
四
足
。

「
目
の
前
に
見
へ
た
る
」
と
指
廻
す
所
を
見
。
「
あ
れ
御
ら
ん
せ
よ
」
と
向
合
、
其

儒
座
に
帰
り
、
下
二
居
る
。
謡
済
、
連
女
と
差
居
、
問
答
済
立
。
太
夫
の
方
に
向
。

問
答
過
、
太
夫
、
連
女
の
方
へ
行
を
見
送
り
な
が
ら
、
下
二
居
。
「
そ
れ
か
し
追

付
」
と
立
。
連
女
「
い
や
人
々
の
」
と
見
。
中
腰
に
成
、
「
さ
あ
ら
ハ
御
後
よ
り
」

と
下
二
居
。
角
掛
【
て
】
　
「
木
陰
に
ま
と
い
し
て
」
と
太
夫
を
見
。
廻
賦
有
。
物

着
の
内
、
狂
言
云
云
有
。
済
て
太
夫
舞
台
二
人
を
見
、
廻
賦
云
。
論
義
。
’
連
女
の

文
句
也
。
「
さ
す
盃
や
」
と
見
。
韓
・
曲
舞
尤
放
す
。
【
末
ニ
】
廻
賦
有
。
舞
不
見
。

連
女
人
。
脇
ハ
謡
済
で
人
。
舞
の
後
、
無
構
。

言
）
示
塩
）

　
出
立
同
前
。
次
第
一
名
乗
・
道
行
、
常
の
如
し
。
但
連
三
人
也
。
答
拝
過
、
Ｏ

合
差
言
）
謡
な
が
ら
踏
廻
り
、
「
花
桜
」
と
立
向
也
。
尤
初
立
向
所
五
尺
斗
也
。

廻
賦
過
、
座
に
行
、
下
二
居
。
太
夫
出
、
小
謡
中
の
打
切
に
見
。
返
し
に
立
、
一

足
出
、
問
答
。
但
脇
正
面
に
向
立
。
「
貴
賤
郡
集
の
」
と
見
る
也
。
「
実
々
妙
な
る
」

と
角
掛
、
「
九
重
の
」
と
向
。
初
同
打
切
に
放
し
、
「
近
頃
面
白
き
人
」
と
見
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊇
）

「
大
原
や
小
塩
の
山
」
と
放
し
、
謡
。
「
今
所
か
ら
」
と
見
。
「
名
残
小
塩
」
の
打

切
に
下
二
居
。
中
入
迄
可
見
。
廻
賦
有
。
（
海
人
）
の
如
し
。
待
謡
例
の
如
く
、

居
な
が
ら
也
。
後
太
夫
出
台
に
人
と
見
。
「
今
日
こ
ず
ハ
」
の
打
切
に
放
し
、
舞

過
終
迄
可
見
。
後
別
義
な
し
。

（
1
3
4
）
（
松
古

　
出
立
同
前
。
名
乗
所
、
太
鼓
前
通
三
四
尺
斗
（
出
）
。
尤
柱
右
也
。
答
拝
過
、

座
に
行
、
下
二
居
。
太
夫
出
、
謡
済
時
、
角
掛
（
立
）
。
壱
足
出
、
指
謡
。
「
寄
く

る
人
」
と
太
夫
を
見
、
問
答
。
「
今
ハ
秋
の
風
」
と
あ
ふ
き
を
披
き
、
太
夫
の
前

に
（
側
へ
）
行
、
「
身
を
し
れ
ば
」
と
酌
を
す
。
但
せ
ぬ
も
有
。
言
合
次
第
（
也
）
。

「
た
と
ひ
暮
る
と
も
」
の
打
切
に
下
に
居
。
中
入
迄
（
可
）
見
。
廻
賦
、
狂
言
よ

り
掛
。
間
の
謡
例
の
如
く
（
○
居
ニ
テ
）
○
謡
。
太
夫
出
見
。
問
答
。
何
よ
り
放

す
。
切
見
る
。
後
別
義
な
し
。

（
1
3
5
）
牟
庶

　
出
立
、
平
礼
〔
左
折
〕
　
・
白
鉢
巻
〔
色
人
〕
　
・
厚
板
・
直
垂
上
下
〔
但
込
大
息

・
少
サ
刀
二
扇
子
〔
色
人
〕
　
・
腰
帯
な
し
。
重
衡
先
に
立
、
次
に
脇
出
、
太
鼓
座

に
寛
く
。
重
衡
床
机
に
掛
く
る
と
立
。
太
鼓
の
通
四
五
尺
斗
出
、
名
乗
る
。
但
柱

よ
り
也
。
答
拝
済
、
笛
の
上
六
七
尺
上
に
角
掛
、
下
二
居
。
太
夫
出
、
「
い
か
に
」

と
云
時
立
、
謡
な
が
ら
向
、
一
足
出
。
「
披
露
中
さ
ふ
す
る
に
て
」
と
又
角
掛
、

下
二
居
る
。
重
衡
「
し
ら
ず
け
ふ
も
や
」
と
立
、
三
足
斗
出
向
、
下
二
居
。
手
を

下
話
。
「
畏
て
候
」
と
左
へ
披
き
、
立
戻
り
、
右
へ
踏
廻
り
、
太
夫
を
見
、
問
答
。

「
重
て
中
さ
ふ
」
と
始
の
所
に
行
、
下
二
居
。
手
を
下
ヶ
、
「
御
掟
」
と
言
。
「
よ

し
く
御
憚
り
」
と
手
を
上
け
、
日
ハ
此
方
へ
」
と
膝
立
直
し
、
太
夫
に
向
。
「
其
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時
千
寿
」
と
又
膝
立
替
、
座
に
行
、
下
二
居
。
（
初
同
の
留
に
）
二
度
目
の
地
の

留
に
、
扇
を
披
き
持
、
立
。
二
こ
二
足
出
、
謡
。
「
樽
【
の
】
　
（
を
）
い
だ
き
」

と
、
重
衡
に
向
、
中
腰
に
成
、
左
の
手
を
酌
に
そ
へ
る
。
「
千
寿
も
」
と
扇
を
た
Ｘ

み
（
帖
ミ
）
、
下
二
居
。
「
夫
く
ぃ
か
に
」
と
太
夫
に
向
。
「
其
時
千
寿
取
あ
へ

ず
」
と
放
し
、
「
只
今
詠
じ
」
と
又
向
。
「
聞
人
迄
も
」
と
重
衡
に
向
。
「
只
末
世

の
」
と
太
夫
を
見
。
い
ろ
へ
に
立
、
本
の
座
に
行
、
下
二
居
る
。
角
掛
、
「
角
て

重
衡
」
と
連
に
向
。
「
実
重
衡
」
と
離
し
。
但
始
、
輿
掛
出
る
事
も
有
。
習
多
く

有
。
置
鼓
も
同
前
。

言
）
（
祇
恚

　
出
立
、
名
乗
所
同
前
。
〔
但
、
置
鼓
有
時
は
習
有
リ
。
〕
答
拝
過
、
左
へ
披
き
、

踏
廻
り
、
橋
掛
り
二
行
。
〔
但
長
短
可
心
得
。
〕
尤
太
鼓
の
通
り
に
立
て
案
内
を
乞
。

詞
済
て
、
脇
座
よ
り
三
尺
斗
下
り
座
ス
。
少
し
角
掛
居
。
太
夫
出
、
台
二
人
と
居

な
が
ら
見
。
問
答
。
「
祇
王
御
前
」
と
連
女
を
見
、
「
佛
御
前
」
と
太
夫
を
見
居
。

中
入
〔
但
中
入
也
。
間
シ
ヤ
ペ
リ
有
。
〕
（
物
着
は
づ
す
。
）
中
入
後
、
「
嬉
し
や
」

と
見
。
〔
輯
前
二
舞
有
。
弐
人
二
而
舞
。
〕
韓
右
放
し
、
連
女
人
て
太
夫
に
向
。
Ｏ

言
問
答
）
　
【
「
佛
御
前
壱
人
ハ
舞
候
へ
」
と
謡
過
、
問
答
。
】
舞
右
不
見
。
後
別

義
な
し
。
〔
但
廻
賦
有
テ
モ
。
〕

　
（
1
3
7
）
　
（
春
栄
》

　
出
立
。
名
乗
様
。
子
方
先
に
出
。
脇
座
に
下
二
居
。
其
外
《
千
寿
）
二
同
じ
。

「
某
別
而
い
た
ハ
リ
中
候
」
と
云
畢
で
一
足
引
。
「
召
う
と
」
言
、
答
拝
し
、
狂
言

呼
出
シ
、
廻
賦
済
、
《
千
寿
）
の
如
ク
座
ス
。
太
夫
出
、
狂
言
来
、
廻
賦
有
。
太

刀
か
た
な
の
事
を
言
付
、
角
掛
、
太
夫
台
二
人
と
立
、
謡
な
が
ら
向
、
問
答
。

　
【
「
物
の
隙
右
」
と
（
立
）
、
子
の
右
の
方
に
行
、
】
　
（
済
、
台
真
中
正
面
よ
り
八

九
尺
手
前
に
出
、
子
を
見
。
下
二
居
シ
カ
く
。
）
扇
子
を
披
き
、
子
た
つ
と
、

扇
の
骨
の
開
右
太
夫
を
見
す
る
。
（
ひ
と
へ
身
に
て
）
「
あ
れ
成
者
」
と
子
に
向
な

が
亘
扇
を
畳
、
後
へ
引
。
「
彼
者
は
師
宗
」
ト
左
り
へ
踏
廻
り
、
本
の
座
に
行
、

右
へ
踏
廻
り
、
脇
正
面
を
見
。
「
最
前
の
人
」
と
言
。
太
夫
諏
と
見
。
（
「
何
と
て
」

壱
足
出
。
「
ヤ
ガ
テ
」
ニ
引
。
）
問
答
済
、
初
メ
の
【
如
ク
】
　
（
所
）
に
出
、
下
二

居
、
静
に
謡
。
「
か
へ
る
さ
を
」
と
立
、
子
の
側
に
行
、
中
腰
に
て
子
を
引
立
、

台
端
を
ひ
と
へ
身
に
て
、
脇
正
面
の
方
へ
連
行
、
右
へ
披
、
太
夫
に
む
け
左
の
手

に
て
子
を
突
出
し
、
左
へ
踏
廻
り
、
座
に
行
、
角
掛
、
下
二
居
。
「
種
直
も
春
永

も
」
と
太
夫
を
見
。
「
実
持
へ
き
ハ
」
と
子
を
見
、
両
（
片
）
手
に
て
潤
る
。

（
「
挟
を
ぬ
ら
し
け
り
」
太
夫
・
連
脇
一
同
シ
ヲ
ル
。
）
謡
過
、
太
夫
に
向
、
「
や
。
」

と
角
掛
見
。
「
何
と
中
そ
」
と
立
。
壱
足
出
、
「
扨
は
某
」
と
後
へ
二
足
斗
引
、
下

二
居
。
太
夫
に
向
、
問
答
。
「
夫
ハ
と
も
角
も
」
と
離
し
、
「
急
（
イ
）
　
て
」
（
腰

を
引
牛
だ
て
、
’
子
方
へ
向
。
）
「
来
迎
の
」
と
子
を
見
。
【
扇
子
に
て
指
。
上
端
に

て
扇
を
差
。
「
爰
ハ
東
路
」
と
立
Ｏ
』
、
（
Ｏ
左
ノ
手
二
而
差
し
、
「
所
ヲ
思
ふ
も
」

と
立
て
）
子
を
連
、
小
鼓
前
通
り
、
台
端
右
五
六
尺
斗
手
前
に
置
、
（
一
寸
ト
下

二
居
）
。
【
膝
立
直
し
】
、
（
立
後
二
五
・
六
足
引
、
下
二
居
。
）
太
夫
に
向
。
（
扇

二
而
）
右
の
手
に
て
指
。
又
膝
立
直
し
、
座
に
立
戻
り
、
右
の
肩
を
ぬ
き
、
太
刀

を
持
、
「
閻
ふ
の
ち
ま
た
迄
」
と
立
、
右
へ
廻
り
【
子
の
う
し
ろ
に
行
な
が
ら
、

太
夫
の
袷
を
見
。
又
子
の
袷
を
見
。
】
　
（
太
夫
の
袷
を
み
込
。
又
子
方
の
側
へ
行
。

子
方
の
袷
を
見
込
。
）
⊃
一
タ
度
花
や
」
の
「
ふ
」
の
字
に
掛
（
字
二
、
脇
壱
足
出

デ
ル
事
。
）
「
哺
し
づ
ま
り
給
へ
」
と
連
謡
。
〔
但
素
抱
上
下
。
右
の
肩
ぬ
き
、
少

サ
刀
指
。
文
を
持
、
差
上
、
謡
な
が
ら
出
。
「
早
打
」
ト
踏
止
メ
。
〕
「
す
ハ
又
早

打
」
と
正
面
を
見
。
右
の
足
を
踏
込
、
「
お
そ
し
、
き
れ
と
の
」
と
、
太
刀
を
抜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊇
）
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か
ざ
す
。
〔
早
打
、
長
さ
階
掛
の
時
ハ
此
謡
の
内
に
歩
ミ
寄
。
〕
「
扨
春
栄
殿
は
」

と
早
打
を
見
。
「
あ
ふ
嬉
し
く
。
」
と
早
打
の
方
へ
身
を
直
し
、
太
刀
を
指
な
が

ら
、
柱
の
本
に
行
、
下
二
居
。
文
を
（
右
ニ
）
請
取
、
（
左
二
持
）
柱
右
四
尺
斗
、

角
掛
出
、
中
腰
に
て
文
を
披
き
、
（
是
よ
り
さ
ら
り
と
）
読
ミ
ニ
ツ
に
折
。
〔
有
習
。
〕

（
文
見
様
）
、
尤
太
刀
ハ
下
二
置
。
「
早
だ
す
く
る
ぞ
」
と
太
刀
を
持
。
（
春
栄
皿
済

テ
立
。
）
子
方
右
の
後
ろ
へ
（
走
り
）
行
、
引
立
て
左
へ
披
き
、
座
に
行
、
角
掛
、

下
二
居
る
。
太
刀
を
置
牛
、
肩
を
入
。
〔
但
行
、
其
儒
下
二
居
。
太
刀
を
置
、
肩

を
入
。
扇
を
持
、
角
掛
ル
。
〕
廻
賦
有
。
太
夫
物
着
の
様
成
る
事
有
。
〔
但
居
な
が

ら
少
サ
刀
指
も
有
。
〕
其
間
放
し
、
済
て
向
、
問
答
。
「
嬉
し
く
」
と
扇
子
を
指
、

太
刀
を
（
と
り
）
、
右
に
持
、
子
の
前
に
行
、
太
刀
を
見
。
両
手
に
て
下
二
置

（
足
遣
イ
の
事
。
）
、
扇
子
を
抜
開
牛
、
「
猶
悦
」
と
酌
を
し
、
膝
立
直
し
、
太
夫
の

前
に
行
。
酌
し
、
「
伊
豆
の
三
嶋
」
○
　
（
○
「
の
神
風
も
吹
き
○
」
。
と
角
を
と
り
、

（
左
り
足
踏
込
。
左
り
足
ヲ
引
、
其
儒
正
面
ヲ
廻
り
。
）
左
へ
廻
り
、
本
の
座
に
行
。

（
角
掛
）
踏
込
。
（
「
イ
ク
久
」
ト
角
を
少
シ
差
ス
。
）
披
、
「
嘉
晨
」
と
拍
子
を
Ｉ

ツ
踏
。
左
右
し
留
、
下
二
居
。
〔
但
扇
の
持
様
、
習
有
り
。
〕
春
栄
来
酌
を
す
。

受
る
。
又
太
夫
も
酌
を
す
。
同
前
。
詞
有
。
舞
離
し
、
「
東
路
」
と
見
。
「
又
ハ
兄

弟
」
、
と
立
。
子
を
連
、
太
鼓
前
通
り
、
柱
右
七
八
尺
斗
前
に
子
を
置
、
後
へ
引
。

⊇
一
嶋
の
宮
」
と
礼
を
し
、
「
親
子
兄
弟
」
と
子
を
連
、
柱
を
越
る
と
、
手
を
放
し
、

先
に
立
入
。
尤
早
打
ハ
文
を
渡
し
、
切
戸
よ
り
可
入
。

（
1
3
8
）
（
盛
久
）

　
出
立
・
名
乗
所
同
前
。
脇
の
次
に
太
刀
取
出
。
打
烏
帽
子
・
調
度
掛
・
厚
板
・

側
付
・
大
口
・
少
サ
刀
指
。
右
に
太
刀
を
持
。
次
に
輿
昇
。
出
（
立
）
始
に
有
。

太
夫
脇
の
先
に
出
。
〔
但
太
夫
、
輿
昇
出
。
小
鼓
の
前
に
立
居
も
有
。
金
春
（
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

世
）
八
名
乗
な
く
、
直
二
太
夫
う
た
ふ
。
〕
笛
に
上
に
床
机
に
掛
る
も
有
。
其
時

ハ
太
鼓
座
に
寛
く
。
尤
寛
す
名
乗
る
。
太
夫
真
中
に
立
居
。
〔
金
剛
流
也
。
〕
連
脇

ハ
橋
掛
に
中
腰
に
成
居
。
名
乗
答
拝
済
と
太
去
謁
、
掛
る
と
向
。
中
腰
也
。
「
め

ん
く
東
山
」
と
連
の
方
へ
膝
立
直
し
、
ひ
と
へ
身
に
て
見
る
。
太
刀
取
裏
の
方

へ
寄
。
（
「
イ
ツ
カ
又
」
ト
）
輿
昇
太
夫
に
掛
る
。
正
面
に
出
、
中
腰
に
て
謡
。
脇

も
太
刀
取
も
後
ろ
に
付
、
同
前
。
「
い
つ
か
又
」
と
立
時
、
各
々
同
前
。
道
行
極

り
な
し
。
（
観
世
「
瀬
田
」
ノ
逞
ヨ
リ
廻
り
橋
掛
へ
行
。
）
勾
当
次
第
也
。
尤
脇
は

右
・
左
に
付
事
也
。
〔
習
有
。
〕
「
早
鎌
倉
に
着
に
け
り
」
と
、
脇
太
鼓
座
に
寛
く
。

太
夫
は
座
に
行
、
床
几
に
掛
る
。
輿
・
太
刀
取
、
太
鼓
座
【
右
、
大
小
の
後
ろ

に
】
ニ
寛
く
。
太
夫
「
夢
中
」
と
謡
出
。
〔
観
世
流
ハ
是
右
有
。
【
又
「
い
か
に

土
屋
殿
」
ト
幕
右
も
有
。
】
言
合
。
〕
「
か
わ
る
世
な
れ
や
」
と
立
。
柱
右
四
五
尺

斗
（
出
）
、
角
掛
出
。
「
あ
ら
い
た
わ
し
ゃ
」
と
言
。
済
で
太
夫
の
方
に
向
、
弐
足

斗
出
、
「
い
か
に
中
」
と
言
。
「
さ
ん
候
」
と
謡
な
が
ら
出
。
中
腰
。
但
一
足
。

「
近
ふ
寄
て
御
物
語
」
と
云
畢
て
立
。
大
小
の
真
中
通
に
下
二
居
。
問
答
。
「
全
く

命
の
為
」
と
立
。
太
夫
の
右
の
方
に
行
。
中
腰
二
成
、
経
を
見
。
「
種
々
諸
」
と

謡
。
「
か
な
し
け
れ
」
の
打
切
に
【
膝
立
直
し
】
　
（
だ
言
、
大
・
小
の
前
二
三
尺

先
に
、
正
面
う
け
、
下
二
居
。
謡
済
と
立
な
が
ら
一
足
出
（
（
野
守
》
の
足
遣
イ
。
）

。
「
す
で
に
八
聾
」
と
言
。
「
御
最
期
の
」
と
太
夫
に
向
。
問
答
。
「
足
弱
／
ｙ
ヽ
」

と
輿
を
掛
る
。
〔
但
脇
「
す
で
に
」
と
云
出
す
と
、
太
刀
取
こ
し
掛
、
階
掛
に
出

ル
。
〕
太
刀
取
ハ
、
太
鼓
座
に
正
面
う
け
居
る
。
「
後
の
世
の
か
ど
で
な
る
ら
ん
」

の
地
返
に
廻
る
。
太
夫
、
大
・
小
の
前
立
。
（
「
武
士
前
後
」
と
小
鼓
方
向
、
弐
・

三
足
出
テ
、
「
ロ
ウ
ヨ
リ
」
ト
シ
テ
ヲ
見
。
「
由
井
」
ト
正
面
二
向
、
「
急
ケ
リ
」

ト
壱
足
出
デ
、
次
第
ニ
テ
脇
座
二
行
。
「
扨
て
」
と
謡
。
）
脇
は
太
鼓
座
前
通
、
柱

右
七
・
八
尺
斗
先
に
出
、
正
面
向
。
「
さ
っ
て
油
井
」
と
言
。
「
敷
革
し
か
せ
」
と

-

99
-



太
夫
を
見
。
「
早
【
く
】
　
（
々
）
直
り
給
へ
」
と
左
の
手
に
て
真
中
台
端
よ
り
四

五
尺
手
前
を
さ
す
。
太
夫
謡
な
が
ら
な
を
る
。
太
刀
取
は
廻
り
、
太
鼓
座
に
又
寛

く
。
〔
但
輿
掛
ハ
、
太
鼓
座
（
ヨ
リ
）
切
戸
二
人
。
〕

　
脇
「
舗
革
」
と
太
刀
取
、
大
鼓
右
の
方
に
、
中
腰
に
て
太
刀
を
左
に
持
、
太
夫

を
見
居
る
。
「
ま
ち
け
れ
は
」
と
立
。
う
し
ろ
に
行
見
。
「
言
の
下
よ
り
も
」
と
踏

込
ミ
、
太
刀
抜
か
ざ
し
、
「
御
経
の
ひ
か
り
」
と
太
夫
の
左
右
へ
　
（
右
へ
）
太
刀

を
捨
る
。
尤
右
の
方
よ
り
捨
る
。
〔
口
傅
〕
フ
」
わ
そ
も
い
か
な
る
」
と
正
面
に
顔

を
上
。
謡
済
、
左
へ
披
き
、
笛
の
上
よ
り
切
戸
二
人
。
７
こ
わ
そ
も
」
と
】
（
「
イ

ヤ
く
何
ヲ
カ
」
ト
）
太
夫
ヲ
脇
見
、
問
答
。
「
あ
ら
有
難
」
と
（
二
三
足
後
ニ

引
。
）
中
腰
に
成
、
打
切
に
立
。
「
急
き
御
前
に
」
と
【
太
夫
向
合
。
人
替
り
、
脇

座
よ
り
】
　
（
角
掛
、
二
三
足
出
テ
、
「
御
使
度
々
」
ト
シ
テ
ノ
方
ヘ
ー
足
出
。
「
鎌

倉
殿
へ
」
ト
脇
座
へ
戻
ル
。
）
三
四
尺
下
り
、
角
掛
下
二
居
。
物
着
の
内
放
す
。

〔
但
上
掛
ハ
此
内
二
廻
賦
有
。
〕
太
夫
台
二
人
を
見
。
手
を
下
、
（
角
掛
）
、
「
御
前
」

と
言
畢
て
手
を
上
向
。
問
答
。
何
よ
り
離
す
。
（
是
ヲ
見
）
論
義
に
向
。
「
い
か
に

盛
久
し
ば
し
と
て
」
と
立
、
一
足
出
。
〔
《
野
守
ｙ
の
足
遣
イ
〕
「
御
簾
の
」
と

始
の
所
を
見
、
下
二
居
。
（
左
右
ノ
心
得
。
尤
足
遣
イ
と
同
様
。
）
手
を
下
ケ
、

「
命
（
千
秋
）
と
扇
を
披
き
、
酌
を
し
、
本
の
座
二
帰
り
、
下
二
居
、
向
語
る
。

「
一
ト
年
小
松
殿
」
と
角
掛
、
【
「
大
ハ
茸
狩
」
】
　
（
「
唯
一
ト
さ
し
」
と
）
と
向
。

舞
放
し
、
「
酒
宴
半
」
と
向
。
「
退
出
」
と
放
し
、
後
別
義
な
し
。
（
物
着
。
廻
賦

有
事
も
有
也
。
）

言
）
（
藤
渡
）

　
出
立
同
前
。
次
第
一
名
乗
・
道
行
、
常
の
如
し
。
連
、
素
抱
上
下
・
少
サ
刀
。

三
人
。
〔
或
八
二
人
。
〕
立
向
所
五
尺
斗
。
着
廻
賦
有
。
太
刀
持
、
答
ヱ
済
、
座
に

行
。
床
机
に
掛
。
〔
但
連
、
名
乗
の
内
、
廻
賦
の
内
。
二
度
共
二
中
腰
。
〕
太
夫
出
、

台
二
入
と
見
。
（
謡
。
台
二
入
。
シ
ヲ
ル
ト
会
釈
。
）
問
答
。
「
住
は
て
ぬ
」
の
打

切
に
放
し
、
「
海
に
し
づ
め
給
ひ
し
」
と
向
。
○
　
（
○
シ
カ
／
～
）
角
掛
語
る
。

「
浅
ミ
を
能
知
り
す
ま
し
」
と
向
。
「
盛
綱
」
と
脇
正
面
に
離
し
、
「
あ
の
海
」
と

左
へ
披
き
見
。
「
扨
ハ
其
者
の
」
と
向
。
「
あ
れ
に
見
へ
た
る
」
と
始
め
の
所
を
見
。

「
死
骸
を
ハ
」
と
向
。
曲
舞
放
す
。
会
釈
由
断
あ
る
べ
か
ら
ず
。
「
同
じ
道
に
な
し

て
」
と
太
夫
来
る
時
、
左
へ
身
を
披
、
右
の
手
に
て
留
る
也
。
〔
習
有
。
〕
　
（
床
机

ヲ
は
づ
し
、
ひ
と
へ
身
二
て
も
よ
し
。
し
て
側
へ
来
ら
ず
時
は
、
其
儒
無
構
事
。
）

太
夫
下
二
居
る
と
身
を
直
し
、
謡
済
、
廻
賦
有
。
間
の
諏
、
大
小
掛
と
立
向
謡
。

〔
但
立
時
、
左
へ
披
ク
。
連
ソ
レ
ヲ
見
立
。
〕
太
鼓
打
出
し
、
角
掛
合
掌
し
、
聾
合

聞
、
謡
済
、
座
に
戻
り
、
下
二
居
。
太
夫
出
、
つ
つ
し
や
思
ひ
出
し
」
と
見
。
問

答
。
「
去
に
て
も
わ
す
れ
」
と
離
す
。
「
彼
の
岸
」
と
見
。
後
別
義
な
し
。
〔
別
二

習
廻
賦
有
也
。
〕

（
1
4
0
）
幽
栖
）

　
出
立
、
放
し
髪
・
法
被
・
厚
板
〔
色
人
〕
・
大
口
・
太
刀
・
腰
帯
こ
扇
〔
色
人
〕
。

一
首
越
て
出
。
先
へ
天
皇
・
輿
昇
弐
人
〔
但
出
立
前
二
有
。
〕
台
真
中
。
脇
ハ
大

鼓
、
右
の
手
通
り
、
天
王
右
三
尺
斗
下
り
、
各
正
面
見
て
謡
。
（
「
天
王
ニ
テ
ト
。
」

ア
シ
ラ
イ
）
道
行
「
雲
井
に
帰
へ
る
べ
き
」
と
踏
止
メ
、
「
頼
を
か
け
よ
」
と
天

王
を
見
る
と
、
座
に
行
。
天
王
床
机
に
掛
る
と
、
輿
を
放
し
、
太
鼓
座
右
切
戸
に

人
。
脇
は
後
に
付
、
天
王
右
六
・
七
尺
斗
下
り
、
角
掛
、
下
二
居
。
太
夫
出
、

「
そ
も
や
い
か
成
」
と
見
。
居
な
が
ら
問
答
。
太
夫
「
姥
に
談
合
」
と
云
畢
で
放

し
、
「
同
し
く
供
御
」
と
見
立
。
側
に
行
、
扇
を
披
き
、
う
っ
す
を
受
、
両
手
に

持
。
〔
シ
テ
、
ワ
キ
ノ
側
二
来
リ
テ
、
扇
子
ニ
ウ
ツ
ス
モ
ア
リ
。
受
ル
事
〕
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）
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「
ジ
エ
ジ
サ
イ
」
ト
立
チ
）
、
天
王
の
前
に
行
、
中
腰
に
て
そ
な
へ
、
「
間
ぢ
か
く

ま
い
れ
」
と
膝
立
替
、
太
夫
を
見
。
又
立
直
し
天
皇
に
向
。
〔
尤
太
夫
を
見
る
時
、

膝
立
替
る
内
に
扇
子
を
畳
。
〕
又
扇
子
を
披
き
、
両
手
に
持
。
謡
済
、
太
夫
の
側

に
行
、
立
な
が
ら
「
只
今
の
」
と
言
。
「
尉
に
く
だ
さ
る
ｙ
」
と
中
腰
に
成
。
太

夫
の
披
き
た
る
扇
の
上
于
つ
つ
す
。
〔
習
有
。
〕
○
合
膝
立
直
シ
、
太
夫
ヲ
見
。

中
腰
ニ
テ
、
「
イ
カ
ニ
尉
」
ト
ウ
タ
イ
ス
ミ
、
太
夫
ノ
前
言
打
。
扇
子
ニ
ウ
ツ
ス
。
）

（
角
掛
立
。
五
・
六
足
出
。
「
吉
野
か
国
栖
」
卜
踏
止
メ
、
少
シ
幽
ヱ
ン
シ
テ
静
二

天
皇
ノ
方
二
向
。
二
こ
二
足
出
、
一
足
引
、
下
二
居
。
頭
ヲ
不
下
。
扇
ヲ
夕
Ｘ
々
ヘ

ヒ
ザ
間
進
夕
立
直
ス
。
ヒ
ト
エ
身
ニ
ナ
リ
、
シ
テ
ヲ
サ
ス
。
又
元
子
直
シ
、
扇
ヲ

ヒ
ラ
ク
。
ヒ
ザ
ヲ
直
シ
、
シ
テ
ニ
向
謡
。
「
御
事
」
ト
立
。
ス
ル
／
～
ト
シ
テ
ノ

側
へ
行
、
ウ
ツ
ス
。
扇
ヲ
タ
ベ
ミ
、
二
こ
二
足
引
、
下
二
居
、
「
そ
モ
」
ト
謡
。
）

済
て
本
の
座
に
帰
へ
り
、
角
掛
下
に
居
。
「
だ
の
も
し
く
思
召
さ
れ
」
と
幕
の
方

へ
向
。
急
牛
立
、
壱
足
出
、
「
あ
ら
笑
止
や
」
と
言
。
太
夫
答
済
て
、
太
鼓
座
に

行
。
大
小
の
う
し
ろ
に
入
。
「
舟
引
お
こ
し
」
と
笛
の
上
ミ
右
出
、
始
の
座
に
行
。

「
曇
な
き
御
命
」
と
天
皇
を
見
。
輯
に
角
掛
（
ト
メ
、
ア
シ
ラ
イ
、
又
角
掛
、
）

「
有
難
や
さ
し
も
姿
」
と
○
合
ア
シ
ラ
イ
。
「
実
貴
賎
」
角
カ
ケ
、
「
世
に
わ
住

が
た
し
」
ア
シ
ラ
イ
、
「
さ
れ
バ
」
角
カ
ケ
「
心
ざ
し
」
ア
シ
ラ
イ
）
太
夫
を
見
。

　
【
「
君
十
善
」
と
角
掛
却
て
「
だ
す
く
る
」
と
太
夫
に
向
】
　
（
「
身
八
十
善
」
の

打
切
二
角
カ
ケ
「
い
か
に
し
て
か
此
程
の
」
ア
シ
ラ
イ
。
）
コ
ニ
吉
野
な
れ
や
」
と

放
し
、
角
掛
。
後
無
構
。

（
皿
）
（
楊
貴
妃
）

出
立
、
放
髪
。
唐
元
結
。
〔
但
唐
冠
法
被
ニ
テ
モ
。
バ
サ
ラ
、
四
十
以
下
。
コ

ン
モ
ヨ
キ
。
十
六
・
七
以
下
、
四
十
以
上
、
赤
金
人
〕
（
金
人
の
類
。
）
厚
板
。
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

次
。
大
口
。
扇
〔
色
人
〕
。
縫
紋
腰
帯
。
始
め
、
作
物
大
小
の
前
に
出
有
。
〔
尤
太

夫
人
出
る
な
り
〕
次
第
一
名
乗
・
道
行
、
常
の
如
シ
。
着
廻
賦
済
、
太
鼓
の
前
に

行
。
狂
言
を
呼
出
シ
、
云
云
有
。
済
、
左
へ
踏
廻
り
、
柱
右
四
・
五
尺
斗
静
二
出
、

差
諏
。
「
漢
宮
万
里
」
と
右
へ
披
。
「
長
生
離
山
」
と
一
足
出
、
【
左
り
】
　
（
右
）

へ
見
廻
し
、
立
廻
り
、
「
あ
ら
う
つ
く
し
」
と
作
物
迄
見
廻
し
向
。
作
物
真
中
の

上
を
見
。
「
お
し
へ
の
こ
と
く
」
と
云
。
「
思
ひ
候
。
」
と
座
に
行
、
下
二
居
。
（
大

夫
）
「
む
か
し
ハ
り
さ
ん
」
と
し
づ
か
に
居
な
が
ら
作
物
に
向
。
「
あ
ら
恋
し
」
と

立
、
一
足
出
、
問
答
。
「
玉
の
簾
を
か
ゝ
け
」
と
引
廻
し
取
る
時
ハ
中
腰
に
成
。
〔

但
「
梨
花
一
枝
」
の
打
切
ニ
テ
取
モ
有
。
又
「
実
や
六
宮
の
」
と
取
モ
有
。
イ
ヅ

レ
ニ
モ
取
ル
時
下
二
居
ル
。
ご
謳
済
、
手
を
つ
き
、
「
勅
定
の
趣
」
と
言
。
手
を
上

て
、
「
扨
も
后
宮
」
と
云
。
手
を
下
ケ
て
、
「
只
是
君
の
御
心
さ
し
」
と
云
。
「
御

形
見
の
物
」
と
手
を
上
る
。
「
玉
の
算
取
出
し
」
と
太
夫
の
側
に
寄
、
扇
を
披
き
、

請
取
て
扇
に
乗
セ
、
〔
口
傅
ア
リ
。
〕
（
前
ヲ
向
ニ
む
け
。
）
跡
へ
引
、
下
に
居
な
が

ら
、
「
い
さ
と
よ
」
と
云
。
〔
尤
手
を
付
居
ル
。
〕
地
の
内
、
太
夫
会
釈
時
、
顔
を

下
る
。
「
さ
ら
ば
と
言
て
」
の
打
切
に
立
。
「
供
な
い
中
」
と
座
に
行
事
五
こ
ハ
足
。

「
よ
し
さ
ら
バ
し
ば
し
」
と
立
戻
り
、
下
二
居
、
手
ヲ
つ
く
。
「
其
か
ざ
し
に
て
」

と
太
夫
の
側
に
行
。
算
を
右
に
て
取
渡
し
、
扇
を
畳
、
座
に
戻
り
、
下
二
居
。
輔

よ
り
不
見
。
会
釈
可
心
得
。
舞
過
（
に
）
見
。
「
し
る
し
の
算
」
と
側
に
行
、
扇

を
披
き
、
請
取
乗
セ
て
、
「
暇
中
て
」
と
跡
へ
引
。
手
を
下
、
笠
ハ
後
立
。
階
掛
松

の
先
迄
行
。
「
去
に
て
も
く
」
と
立
戻
り
、
下
二
居
。
手
を
下
、
「
浮
世
な
れ
共
」

と
立
入
。
〔
但
上
掛
は
脇
座
の
方
へ
行
。
「
去
に
て
も
／
～
」
と
向
。
・
下
二
居
。

「
う
き
世
な
れ
と
も
」
と
立
。
太
夫
の
前
通
り
人
ル
。
〕

（

1
4
2
）
　
（
感
陽
宮
）
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出
立
同
前
。
但
少
サ
刀
指
。
連
同
じ
。
始
に
大
小
の
前
台
大
屋
鉢
出
ル
。
大
夫

腰
序
に
て
出
。
次
に
連
女
○
　
〔
○
ア
マ
ダ
〕
。
其
次
連
脇
太
臣
。
立
烏
帽
子
・
狩

衣
〔
赤
地
〕
に
て
出
、
三
人
台
二
上
る
。
女
、
脇
座
よ
り
次
第
に
並
居
。
大
臣
脇

正
面
太
鼓
の
前
通
、
柱
よ
り
八
九
尺
斗
上
並
居
見
。
〔
尤
地
の
方
を
見
居
る
。
〕
太

夫
大
臣
と
問
答
の
差
済
、
一
聾
越
て
出
。
階
掛
一
ノ
松
の
本
に
て
幽
延
し
、
立
戻

り
、
連
と
向
合
謡
。
（
留
ノ
ー
句
二
名
乗
足
。
ツ
レ
角
掛
居
ル
。
）
　
【
正
面
に
向
】

（
角
カ
ケ
皿
。
静
二
踏
廻
り
、
「
思
ひ
の
」
、
《
野
守
）
　
「
暫
」
ノ
足
ツ
カ
イ
。
）
、

右
に
た
つ
と
、
又
連
に
向
（
合
）
。
「
や
だ
け
心
」
の
打
切
に
、
正
面
に
（
角
カ
ケ
）

向
。
「
遠
山
の
雲
」
と
左
へ
少
シ
披
き
、
道
行
し
、
裏
の
方
へ
（
ニ
ノ
松
辺
ニ
。
）

着
也
。
着
足
有
。
廻
賦
有
。
「
い
か
に
泰
武
陽
」
と
連
に
向
、
答
済
て
入
替
る
。

（
幕
ノ
前
二
脇
立
居
ル
。
）
連
柱
の
本
に
行
。
狂
言
云
云
。
畢
て
来
り
、
脇
と
問
答
。

〔
但
連
狂
言
ト
云
云
の
内
放
シ
居
ル
。
〕
「
大
法
な
ら
バ
」
と
少
サ
刀
を
左
の
手
に

て
抜
渡
ス
。
〔
尤
泰
武
陽
狂
言
ト
云
云
有
。
ウ
ラ
ノ
方
へ
寛
ク
。
狂
言
太
臣
の
前

二
来
り
云
云
有
。
「
最
前
の
人
」
ト
泰
武
陽
立
向
ふ
也
リ
。
〕
連
両
手
に
て
請
取
、

始
の
所
へ
行
。
狂
言
に
渡
ス
。
「
旁
ら
給
（
わ
）
れ
」
と
狂
言
云
云
。
答
で
裏
の

方
に
寛
キ
、
連
も
少
サ
刀
を
抜
狂
言
に
渡
ス
。
〔
但
柄
を
右
に
し
、
刃
を
手
ま
へ

に
す
。
〕
狂
言
請
取
台
二
行
を
、
「
の
ふ
又
」
と
脇
呼
掛
る
。
（
急
牛
シ
テ
柱
ノ
元

迄
行
。
）
連
は
脇
の
う
し
ろ
（
ヲ
通
り
幕
ノ
方
へ
行
。
角
掛
立
居
ル
。
）
へ
行
、
狂

言
ぶ
云
済
、
（
二
こ
二
足
後
へ
引
）
、
静
に
（
一
の
）
松
の
本
【
に
行
。
】
　
Ｔ
Ｔ
ア

角
カ
ケ
）
「
角
ク
で
荊
例
」
と
云
。
「
儀
式
に
随
ひ
て
」
と
ひ
と
へ
身
に
成
。
「
雲

上
は
る
か
に
」
と
脇
座
の
方
を
見
。
連
謡
と
身
を
直
し
、
「
荊
例
ハ
す
で
に
」
と

足
遣
イ
有
。
〔
習
。
〕
（
静
二
下
ヲ
見
。
裏
ノ
方
へ
行
。
二
足
斗
。
コ
ニ
里
が
間
登
り

合
足
ヲ
止
メ
）
行
ケ
バ
」
（
一
足
ア
シ
ヅ
カ
イ
シ
テ
止
ル
）
）
但
連
も
正
面
う
け

謡
。
「
後
に
立
た
る
」
と
脇
を
見
。
「
の
ぼ
り
か
ね
て
ぞ
」
と
一
足
出
、
右
を
引
、

下
二
居
。
（
二
こ
二
足
斗
り
Ｉ
ノ
松
ノ
方
へ
出
、
【
ヒ
ト
ヱ
身
ニ
ナ
ル
モ
ア
リ
。
】

ヒ
ザ
ヲ
折
り
、
下
二
居
ル
。
）
〔
平
座
ナ
リ
。
〕
脇
「
あ
ふ
」
と
言
な
が
ら
立
戻
り
、

（
此
時
急
二
踏
廻
り
、
二
足
斗
一
ノ
松
ノ
方
へ
出
デ
、
ヒ
ト
ヱ
身
ニ
ナ
ル
。
鉢
ヲ

直
シ
、
）
「
実
理
り
」
大
扇
を
指
。
「
さ
し
も
」
と
連
の
左
へ
行
。
（
ツ
カ
く
卜
）

手
を
取
、
引
立
る
。
（
二
こ
二
足
跡
へ
引
、
踏
廻
り
、
静
ニ
し
て
柱
ノ
方
へ
行
。
）

「
ゆ
る
し
け
り
」
と
立
向
、
扇
を
抜
持
、
正
面
に
離
す
。
其
内
に
謡
済
と
、
大
臣

謡
な
が
ら
立
。
女
の
次
に
行
並
居
。
「
武
陽
荊
靭
」
と
謡
な
が
ら
台
に
人
。
太
鼓

の
前
通
り
、
柱
右
九
尺
斗
上
。
太
夫
に
向
、
手
を
下
ケ
、
中
腰
也
。
「
先
泰
武
陽
」

大
扇
を
披
き
、
台
の
前
に
連
行
、
中
腰
に
て
扇
を
見
す
る
。
〔
尤
両
手
二
而
持
。
〕

其
催
膝
立
替
、
台
の
左
角
ヨ
リ
ニ
尺
斗
放
れ
、
中
腰
に
て
向
。
手
を
下
ゲ
る
。

「
其
時
荊
何
」
と
扇
を
披
き
、
始
の
如
シ
。
台
の
前
に
行
、
見
セ
、
膝
立
直
シ
、

本
の
座
に
帰
り
、
手
を
つ
き
居
。
「
す
で
に
立
の
き
」
と
は
し
り
寄
、
太
夫
の
右

の
手
に
組
付
。
連
は
左
也
。
下
に
【
引
】
す
へ
、
右
の
足
を
台
方
下
し
、
首
上
の

所
を
左
の
手
に
て
取
、
台
の
間
に
剱
有
る
を
引
出
し
、
胸
に
さ
し
あ
つ
る
。
（
飯

塚
注
一
　
【
書
き
添
え
一
行
分
墨
消
判
読
不
可
。
】
こ
の
付
近
に
符
籤
あ
る
も
、
符

茎
の
コ
ピ
ー
が
抜
け
落
ち
て
お
り
、
判
読
で
き
な
か
っ
た
〕
連
は
扇
と
手
く
び

を
持
。
「
い
か
に
泰
武
陽
扨
」
と
剱
を
下
し
問
答
。
〔
尤
連
ト
也
。
〕
「
さ
あ
ら
ば
」

と
又
剱
を
胸
に
あ
つ
る
。
〔
尤
太
夫
を
見
て
、
〕
（
此
辺
ヨ
リ
面
・
剱
共
二
次
第
二

下
ゲ
、
ネ
ム
ル
也
。
曲
之
内
二
こ
二
遍
手
ン
ノ
音
。
シ
テ
習
在
。
ワ
キ
カ
マ
ワ
ズ
。
）

「
し
ら
め
を
あ
ら
た
め
で
」
と
言
あ
た
り
右
、
う
つ
む
き
【
ね
む
る
心
也
。
】
連

も
同
前
。
【
剱
も
下
け
る
。
】
「
御
衣
の
袖
を
引
切
で
」
と
左
右
へ
た
を
れ
落
。

〔
連
は
笛
の
上
右
其
僊
ヲ
牛
、
切
戸
二
人
。
〕
脇
は
（
剱
ヲ
フ
リ
直
シ
、
）
台
の
右

よ
り
（
飛
）
上
り
、
前
へ
飛
下
り
、
【
身
を
替
、
剱
に
て
付
廻
し
、
脇
座
に
行
。
】

（
真
中
ニ
テ
シ
テ
ト
打
違
、
脇
座
行
、
踏
廻
り
、
）
剱
振
上
（
剱
二
目
ヲ
付
、
左
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）
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手
ヲ
下
ゲ
、
）
か
ざ
し
、
（
次
第
詰
ニ
、
）
太
夫
階
掛
に
居
る
を
見
。
『
剱
を
う
し

ろ
に
隠
し
』
　
（
柱
ノ
先
迄
行
。
尤
）
柱
よ
り
【
三
尺
斗
上
へ
行
。
】
　
（
諏
ナ
カ
ラ
、

「
ケ
イ
カ
ワ
」
四
足
後
へ
引
。
剱
ヲ
直
シ
、
「
イ
カ
リ
」
、
）
身
を
（
替
）
踏
留
。

「
い
か
り
を
な
し
」
と
か
ざ
し
、
両
手
に
て
投
る
。
【
「
御
門
又
」
と
左
へ
】

（
静
二
踏
廻
り
、
笛
ノ
上
へ
行
人
ル
。
「
止
り
け
り
し
踏
廻
り
、
笛
の
上
よ
り
切

戸
二
人
。
〔
口
伝
有
。
〕
〔
観
世
掛
り
ハ
、
切
謡
チ
ガ
ウ
。
能
々
言
ア
ハ
ス
ヘ
シ
。

「
剱
ヲ
ナ
グ
ル
バ
カ
リ
ニ
テ
」
ハ
謡
ア
マ
ル
ナ
リ
。
）

（
1
4
3
）
（
耶
鄭
）

　
出
立
同
前
。
少
サ
刀
な
し
。
輿
昇
弐
人
。
例
の
通
り
。
階
掛
長
短
に
寄
べ
く
。

「
一
ト
村
雨
」
の
打
切
に
出
。
始
め
太
夫
出
、
作
物
脇
座
に
出
有
。
「
ふ
し
に
け
り
」

の
返
し
に
台
の
上
、
枕
の
側
を
扇
に
て
二
つ
打
。
（
返
シ
「
フ
シ
ニ
ケ
リ
。
」
）
膝

立
替
、
盲
｛
中
に
下
り
、
手
を
つ
き
、
「
い
か
に
」
と
謡
。
マ
心
地
し
て
」
と
膝
立
替
、

階
掛
輿
昇
ヲ
見
。
「
玉
の
御
輿
」
と
太
夫
台
右
下
る
を
、
輿
か
く
る
。
正
面
に
少

し
、
太
夫
出
る
。
「
上
ヱ
人
」
と
下
に
居
る
と
、
輿
を
は
づ
し
、
太
鼓
座
右
切
戸

二
人
。
脇
ハ
太
夫
の
う
し
ろ
、
少
し
右
の
方
に
寄
、
立
居
。
太
夫
下
二
居
る
と
笛

の
上
方
切
戸
に
人
。
（
牛
夕
流
は
太
夫
下
二
居
ル
ト
直
二
出
ル
也
。
）
礼
序
に
て
子

方
出
、
次
に
連
大
臣
三
人
〔
或
（
二
人
・
壱
人
）
出
立
如
例
出
。
脇
正
面
太
鼓
前

通
、
柱
右
上
に
並
居
。
始
メ
の
如
し
。
（
六
傅
「
だ
と
へ
ば
し
「
不
老
門
の
前
」

と
左
へ
披
き
、
初
メ
の
大
臣
斗
立
。
真
中
に
出
、
手
を
下
ケ
、
問
答
。
「
国
土
安

全
」
と
膝
立
替
、
扇
を
披
き
、
子
の
側
に
行
。
酌
を
し
、
又
膝
立
替
、
本
の
所
へ

帰
り
、
下
二
居
る
。
正
面
に
う
し
ろ
を
見
せ
ぬ
様
専
一
也
。
「
百
官
卿
上
」
と
子

立
時
、
同
し
く
立
。
す
ら
く
と
台
の
次
に
行
、
下
に
居
。
後
別
義
無
。
〔
但
輿

昇
階
掛
二
例
の
如
ク
ま
ち
居
。
つ
心
地
し
て
〕
と
脇
見
る
と
立
。
静
に
し
て
の
側

（
八
）

（
皿
）
（
鐘
苦

　
出
立
同
前
。
名
乗
所
大
鼓
の
右
の
手
通
り
。
答
拝
過
、
一
足
引
。
打
切
で
道
行

諏
。
「
海
路
」
と
右
へ
出
。
「
よ
る
程
も
な
き
」
と
座
に
行
。
謡
済
、
太
夫
呼
掛
る

と
向
。
一
足
出
、
問
答
。
「
草
虫
露
に
」
の
打
切
に
下
二
居
。
中
入
迄
可
見
。
廻

賦
。
ま
ち
謡
例
の
通
。
後
太
夫
出
、
「
賓
剱
光
」
と
見
。
切
迄
後
別
義
無
。

（
1
4
5
）
（
照
君
）

　
出
立
、
名
乗
所
同
前
。
但
少
サ
刀
指
、
答
拝
し
、
座
に
行
、
下
二
居
。
尤
例
右

は
四
五
尺
下
り
居
る
。
少
角
掛
、
太
夫
出
。
謡
済
、
床
机
に
掛
る
と
立
向
、
一
足

出
、
問
答
。
〔
但
階
掛
二
而
太
夫
す
る
時
は
、
（
天
鼓
）
の
如
く
、
謡
の
内
ニ
（
立
）

行
。
〕
「
先
夫
へ
御
入
候
へ
」
と
本
座
に
行
、
下
二
居
。
「
い
か
に
」
と
其
儒

【
見
】
（
言
）
。
「
ち
り
か
ｘ
る
花
」
と
放
す
。
中
入
に
脇
も
大
。
〔
習
有
。
〕

（
1
4
6
）
寝
こ

　
出
立
・
名
乗
所
、
同
前
。
但
少
サ
刀
な
し
。
答
拝
過
、
一
足
引
。
大
小
打
掛
、

謡
済
て
、
座
に
行
、
下
二
居
。
太
夫
出
る
。
台
に
人
と
見
。
舞
離
シ
、
過
ル
と
切

迄
見
。
但
乱
の
時
は
い
ろ
く
習
有
。
後
別
義
な
し
。

　
（
ｍ
）
　
（
大
瓶
狸
乙

　
出
立
・
名
乗
所
、
同
前
。
答
拝
し
、
座
二
行
、
下
二
居
。
太
夫
出
、
一
聾
謡
と

見
。
立
、
一
足
出
、
問
答
。
「
琴
詩
酒
」
の
打
切
に
下
二
居
。
中
入
迄
見
。
廻
賦

常
の
如
し
。
ま
ち
謡
例
の
通
。
後
太
夫
出
、
台
に
人
と
見
。
後
別
義
無
し
。
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（
1
4
8
）
　
《
七
騎
落
》

　
（
黒
頭
・
半
切
・
太
刀
の
替
有
之
。
師
ヨ
リ
承
ル
。
）
出
立
、
援
烏
帽
子
〔
左
折

別
〕
。
平
札
。
白
鉢
巻
。
厚
板
〔
色
人
〕
。
大
口
。
法
被
、
肩
上
ゲ
。
少
サ
刀
・
弓

矢
持
。
始
太
夫
連
数
多
出
。
「
別
れ
そ
あ
わ
れ
成
リ
け
る
」
と
謡
済
で
、
船
を
階

掛
二
出
ス
。
松
の
本
也
。
一
言
一
段
に
て
出
。
裏
の
方
右
胴
の
間
に
乗
。
〔
口
傅

ア
リ
〕
正
面
う
け
、
一
言
謡
。
狂
言
「
磯
打
浪
の
音
ま
で
も
」
と
言
畢
て
、
太
夫

謡
掛
る
と
向
、
問
答
。
「
言
語
同
断
」
と
正
面
に
向
。
「
自
害
せ
ん
と
思
ひ
つ
ｘ
」

と
弓
箭
捨
、
左
の
足
【
右
】
　
（
を
）
引
、
刀
に
手
を
か
く
る
。
〔
尤
中
腰
也
〕
「
何

と
君
ハ
」
と
顔
を
上
、
太
夫
を
見
。
「
扨
ハ
そ
れ
が
し
が
」
と
手
を
放
し
、
立
、

問
答
。
フ
心
得
中
候
」
と
言
畢
で
裏
の
方
右
下
る
。
（
尤
）
狂
言
脇
の
後
口
の
矢
を

此
時
と
る
。
言
合
置
べ
し
。
脇
は
扇
を
抜
持
、
台
二
人
。
太
夫
連
立
出
、
大
鼓
右

の
手
通
り
に
出
。
手
を
下
け
、
礼
し
、
手
を
上
、
太
夫
に
向
云
云
有
。
「
い
て
土

肥
殿
」
と
中
腰
に
成
、
「
引
出
物
」
と
太
鼓
座
に
行
、
子
方
を
つ
れ
、
右
の
方
に

か
こ
い
、
柱
右
四
五
尺
斗
上
に
連
行
、
「
見
せ
け
れ
ハ
」
と
身
を
披
、
太
夫
に
合

す
る
。
手
を
放
シ
、
始
の
所
右
下
り
座
ス
。
〔
但
此
時
し
て
連
の
次
に
行
事
も
有
。
〕

（
可
言
合
。
）
太
夫
「
御
物
語
候
へ
」
と
云
。
「
畏
て
」
と
云
。
〔
尤
手
を
つ
か
ず
。
〕

正
面
に
向
語
る
。
「
御
子
息
遠
平
」
と
太
夫
に
会
釈
。
「
爰
こ
そ
」
と
直
ス
。
「
君

の
御
為
」
と
頼
朝
に
向
。
手
を
下
ケ
、
「
土
肥
殿
」
と
太
夫
に
向
。
手
を
上
け
、

「
嬉
し
な
き
の
」
と
立
、
子
方
（
△
頼
朝
・
連
）
の
次
に
行
。
下
二
居
、
角
掛
、

「
月
の
盃
」
と
酌
を
す
る
。
脇
も
う
く
る
。
〔
尤
脇
斗
也
。
〕
廻
賦
有
。
舞
不
見
。
後

別
義
無
。
（
太
夫
入
り
替
ニ
テ
モ
、
又
末
座
ニ
テ
モ
。
切
、
上
掛
り
替
ル
可
心
得

也
。
）

（
1
4
9
）
（
禅
師
曽
我
）

　
出
立
、
同
前
。
但
太
刀
佩
、
長
刀
を
か
だ
け
出
。
仕
手
連
数
多
付
出
。
始
、
し

て
連
中
入
有
。
太
夫
出
、
名
乗
、
狂
言
云
云
有
。
『
台
』
（
作
物
）
脇
座
二
出
有
。

太
夫
台
二
上
る
と
、
一
言
越
て
出
。
階
掛
松
の
側
、
正
面
う
け
、
一
言
汪
。
し
て

連
も
同
じ
。
謡
済
頃
、
長
刀
を
卸
し
、
右
に
立
持
、
一
足
引
（
左
ヲ
出
シ
）
、
名

乗
。
「
押
寄
候
」
と
云
畢
て
、
柱
の
方
へ
向
。
（
一
・
二
足
出
。
）
「
是
ハ
は
や
」
と

云
。
尤
見
合
、
一
・
二
足
可
出
。
其
儒
に
て
案
内
を
云
。
狂
言
云
云
の
内
、
披
き

居
。
「
何
事
」
と
向
。
マ
心
得
て
候
」
と
云
畢
で
、
右
へ
披
き
、
連
を
見
。
（
右
ア

ト
ヒ
牛
、
）
ひ
と
へ
身
に
て
、
「
は
や
か
さ
ど
っ
て
」
と
云
。
正
面
に
離
す
。
「
い

か
に
祐
宗
は
」
と
見
。
太
夫
寛
き
の
内
放
ス
。
〔
但
「
か
さ
ど
っ
で
」
と
云
畢
で

放
し
、
床
机
二
掛
、
太
夫
「
抑
」
と
立
事
も
有
り
。
〕
「
抑
是
ハ
」
と
見
。
Ｔ
心
得

給
へ
」
と
（
左
ア
ト
ヒ
牛
、
）
ひ
と
へ
身
に
成
。
「
切
で
（
右
）
出
れ
ば
（
左
）
」

と
二
こ
二
足
後
へ
引
。
（
「
手
ご
ろ
に
寄
て
あ
や
ま
ち
」
右
ヲ
ヒ
牛
連
二
面
ヅ
カ
イ
）

　
　
　
　
坤

「
【
射
】
（
打
）
と
れ
や
」
と
（
身
ヲ
直
シ
）
連
に
会
釈
。
裏
の
方
ヘ
ー
・
二
足
引
。

前
を
連
通
る
。
（
右
足
手
打
込
引
牛
。
）
「
思
ひ
ゅ
る
す
も
」
と
長
刀
を
両
手
に
取
。

（
フ
リ
上
ケ
ヒ
ネ
リ
、
「
源
六
」
ト
止
り
、
一
足
立
。
長
刀
ヲ
後
へ
戻
シ
、
面
遣
。

身
ヲ
直
シ
。
）
太
夫
の
側
へ
行
な
が
ら
振
上
、
（
「
ソ
ノ
外
我
ら
く
し
合
セ
、
取

直
シ
、
又
合
其
儒
に
て
上
下
に
て
五
・
六
度
合
な
が
ら
後
へ
行
。
階
掛
迄
行
、
石

っ
き
を
つ
き
、
廻
飛
。
中
腰
に
て
振
上
ま
ち
、
Ｏ
（
Ｏ
長
刀
後
へ
振
り
、
一
同
ニ

石
突
ニ
テ
、
シ
テ
連
ヲ
留
ル
事
。
面
ヅ
カ
イ
。
直
二
身
ヲ
直
シ
、
）
「
今
ハ
是
迄
」

と
長
刀
か
い
こ
み
、
小
鼓
の
前
に
行
立
。
太
夫
台
右
飛
落
る
と
、
連
立
寄
引
れ
行

を
、
長
刀
に
て
附
廻
し
、
柱
よ
り
三
尺
斗
先
に
て
か
だ
け
、
（
正
面
二
面
遣
イ
。

直
二
柱
の
方
へ
向
牛
。
）
仕
留
拍
子
踏
人
。
〔
習
有
。
〕
（
観
世
ニ
【
脇
な
し
。
】

（
ア
リ
。
）
宝
生
ハ
中
入
後
斗
脇
有
。
切
ノ
仕
方
違
ふ
也
。
云
合
べ
し
。
上
掛
わ
脇

な
し
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）
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・〔翻刻〕飯冨雅介師所蔵『高安流仕舞附　天・地・人』（三）

　
（
1
5
0
）
　
（
雷
電
）

　
出
立
角
帽
子
〔
鍛
子
〕
。
小
格
子
。
着
流
。
水
衣
〔
緋
紫
黒
無
用
〕
。
珠
数
〔
常

の
通
り
〕
。
金
扇
、
腰
帯
〔
鍛
子
〕
。
連
僧
弐
人
〔
常
の
如
シ
〕
。
名
乗
所
、
盲
｛
中

少
し
右
に
寄
、
連
柱
の
本
に
居
。
中
腰
也
。
答
拝
過
、
座
に
行
、
床
机
に
掛
る
。

連
次
に
居
る
。
太
夫
出
、
不
見
。
「
深
更
に
」
と
角
掛
、
「
い
か
成
松
の
」
と
脇
正

面
に
直
ス
。
「
余
り
の
事
の
ふ
し
き
」
と
太
夫
を
見
。
「
ふ
し
き
や
扨
ハ
丞
相
か
。

早
此
方
へ
」
と
床
机
を
離
し
、
一
足
出
。
「
稀
人
」
の
打
切
に
て
さ
そ
ひ
、
踏
廻

り
、
座
に
行
、
下
二
居
、
見
る
。
「
あ
ふ
せ
と
是
を
」
と
、
右
の
手
に
て
な
く
。

手
を
お
る
し
、
「
御
身
は
筑
紫
」
と
云
。
「
秋
に
お
く
る
ｘ
老
葉
」
と
角
掛
、
太
夫

謡
と
見
。
〔
習
有
。
〕
「
折
節
本
尊
の
御
前
」
と
正
面
真
中
通
を
見
。
「
お
と
っ
て
」

と
扇
子
を
指
ス
。
コ
罪
に
く
わ
っ
と
」
と
中
腰
に
成
。
「
も
へ
上
る
」
と
立
。
「
洒

水
の
印
」
と
珠
数
を
右
へ
取
直
す
。
〔
口
傅
〕
「
姻
り
の
う
ち
」
と
太
夫
を
見
。
返

シ
に
身
を
直
し
、
其
後
人
。
後
二
畳
台
脇
座
（
の
前
）
ト
脇
正
面
と
に
出
有
。
出

立
、
小
格
子
〔
或
ハ
白
綾
〕
。
紫
衣
〔
或
ハ
緋
〕
。
角
帽
子
〔
金
ラ
ン
沙
門
〕
。
掛

治
金
人
腰
帯
。
金
扇
。
平
形
珠
数
。
大
小
の
前
に
寛
き
、
扇
指
。
〔
但
鼓
打
掛
無

牛
時
ハ
幕
内
友
扇
子
指
出
る
也
。
〕
（
言
合
次
第
。
）
脇
座
の
台
に
上
ル
。
〔
尤
台
の

後
、
左
の
足
右
〕
中
腰
に
成
。
「
扨
も
」

上
二
。
「
座
し
」
と
珠
数
を
か
け
、
さ

ら
／
～
と
し
づ
か
に
い
の
り
、
「
押
揉

て
」
と
い
の
り
留
。
「
俄
に
晴
て
」
と

上
を
見
。
「
去
ハ
社
」
と
直
し
、
「
所
に
」
　
ヤ

と
膝
立
替
、
静
に
階
掛
迄
見
。
「
い
か

つ
ち
の
姿
ハ
」
と
ひ
と
へ
身
に
成
。
問

答
。
「
奇
特
な
れ
」
と
立
い
の
り
、
「
か

図１

じ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ξ
）

み
な
り
な
る
」
と
祈
切
。
（
図
工
）
脇
正
面
の
台
に
行
上
り
、
正
面
向
い
の
り
、

「
梨
壷
・
梅
壷
」
と
台
の
後
よ
り
下
り
、
太
先
と
ぅ
し
ろ
合
に
一
廻
り
し
、
座
の

台
の
側
迄
行
、
「
廻
合
て
」
と
振
向
、
太
夫
を
見
、
側
へ
い
の
り
寄
。
「
も
み
合

く
。
」
と
後
へ
引
。
「
お
っ
か
け
く
。
」
と
太
夫
後
へ
引
に
付
行
。
大
小
の
前

に
て
中
腰
に
成
、
合
掌
し
、
立
戻
り
、
座
の
台
、
脇
正
面
の
方
に
向
。
腰
か
け
、

太
夫
に
向
。
「
御
門
は
天
満
」
と
立
。
少
し
出
、
正
面
向
、
中
腰
に
て
「
天
神
と

贈
官
」
と
手
を
つ
き
、
「
嬉
し
ゃ
」
と
立
。
座
の
台
の
次
に
下
二
居
。
後
無
構
。

〔
習
口
傅
ア
リ
。
〕

　
（
1
5
1
）
（
葵
占

　
出
立
、
頭
襟
。
捌
き
髪
。
房
袈
裟
。
中
格
子
〔
或
ハ
色
無
厚
板
〕
。
大
口
。
少

サ
刀
。
平
形
珠
数
。
扇
色
人
。
〔
但
替
珠
数
懐
中
ス
。
尤
習
口
傅
色
々
有
。
〕
始
、

神
子
出
。
連
大
臣
、
太
鼓
座
に
寛
き
、
神
子
座
し
て
、
常
の
通
り
に
出
。
名
乗
、

答
拝
シ
、
神
子
右
五
尺
斗
下
り
、
角
掛
座
し
、
神
子
に
向
。
詞
有
。
角
掛
居
。
太

夫
出
。
神
子
問
答
。
「
若
か
様
の
」
と
会
釈
時
、
神
子
に
向
詞
有
。
太
夫
に
は
無

構
後
放
す
。
フ
つ
ち
の
せ
か
く
れ
行
ふ
よ
」
と
太
夫
、
太
鼓
座
に
行
と
、
狂
言
呼

出
し
云
云
有
。
狂
言
○
　
（
○
は
し
掛
に
来
り
）
案
内
乞
と
幕
を
上
、
静
に
正
面
う

け
出
。
〔
尤
長
短
二
右
習
有
。
〕
「
九
識
の
」
と
謡
。
（
出
二
直
角
・
角
）
「
案
内
中

さ
ん
」
と
（
二
こ
二
足
後
二
引
）
狂
言
に
向
云
云
済
、
云
云
（
狂
言
「
お
先
へ
参

る
へ
し
」
と
行
。
）
正
面
に
放
し
、
狂
言
連
大
臣
の
詞
済
、
台
二
人
。
大
臣
其
儒

立
言
。
脇
会
釈
詞
有
。
「
あ
れ
成
」
と
大
臣
、
正
面
を
見
る
。
脇
も
同
前
。
「
そ
と

加
持
」
と
脇
へ
向
可
応
答
。
其
後
大
小
の
前
二
寛
き
、
扇
を
指
。
右
に
珠
数
を
持
、

鼓
打
掛
る
。
〔
習
有
。
〕
（
頭
ラ
言
）
膝
立
直
し
、
正
面
向
立
。
出
【
し
】
衣
右
四

五
尺
斗
手
前
に
て
衣
を
右
の
方
右
左
へ
見
廻
し
、
（
衣
、
頭
ヨ
リ
中
ヲ
見
。
）
真
中
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へ
見
返
し
、
顔
上
〔
習
有
〕
衣
の
側
に
よ
り
中
腰
に
て
謡
。
〔
習
色
々
有
。
〕
「
赤

木
の
珠
数
」
と
右
の
手
を
上
見
。
〔
ニ
ン
ニ
ク
〕
ト
珠
数
を
上
ゲ
。
）
「
平
形
」
と

左
に
掛
い
の
る
。
切
て
又
「
東
方
」
と
い
の
る
。
「
な
ま
く
さ
」
と
太
夫
右
の
方

う
し
ろ
に
来
ル
を
見
、
立
向
い
の
り
な
が
ら
、
中
腰
に
て
い
の
り
、
太
夫
立
と
、

同
じ
く
立
。
五
段
・
七
段
の
祈
也
。
上
掛
・
下
掛
ニ
よ
る
べ
し
。
言
合
第
一
也
。

留
、
き
ぬ
を
太
夫
取
ら
ん
と
す
る
を
、
両
手
に
て
押
ゆ
る
。
〔
此
間
習
・
口
傅
有
。
〕

「
行
者
の
法
力
」
と
又
珠
数
を
掛
立
、
座
の
前
に
て
祈
る
。
〔
習
足
ア
リ
。
〕
フ
つ
ん

た
ら
た
か
ん
ま
ん
」
と
太
夫
の
側
に
よ
り
、
後
へ
引
、
又
太
夫
後
へ
引
時
追
行
。

「
即
し
ん
」
と
右
の
手
に
て
壱
ツ
打
。
〔
金
剛
ニ
ワ
ロ
傅
有
。
〕
足
を
引
。
ひ
と
へ

身
、
中
腰
。
〔
足
遣
イ
ロ
傅
。
〕
（
ヒ
ザ
ヲ
ツ
ク
。
）
「
ど
く
じ
ゆ
の
言
」
と
【
左
へ

披
き
、
笛
の
上
へ
行
。
角
掛
、
下
に
居
。
】
　
（
立
、
神
子
の
次
へ
行
。
下
二
居
。
）

神
子
の
次
に
【
大
臣
】
　
（
ワ
牛
、
其
次
大
匝
。
）
扨
脇
可
入
。

（
1
5
2
）
（
葛
城
）

　
出
立
、
大
格
子
・
水
衣
〔
ヨ
リ
紐
〕
、
其
外
同
前
。
連
二
人
（
同
ジ
。
）
〔
但
始

二
作
物
大
小
前
二
出
モ
ア
リ
。
〕
次
第
一
名
乗
・
道
行
、
常
の
如
し
。
立
向
所
五

尺
斗
、
尤
本
着
也
。
廻
賦
有
。
「
あ
ら
笑
止
」
と
正
面
少
し
高
ク
見
。
「
是
成
岩
陰
」

と
座
の
方
を
見
。
「
晴
さ
は
や
」
と
連
に
会
釈
。
答
済
て
座
に
行
。
太
夫
呼
掛
る

と
向
、
一
足
出
、
問
答
。
コ
屑
上
の
か
さ
に
は
」
の
打
切
に
離
し
、
「
帰
る
姿
」
と

角
掛
、
《
三
輪
）
の
如
く
右
へ
立
廻
り
、
「
柴
の
庵
」
と
大
小
の
方
ヘ
ー
こ
一
足

出
。
太
夫
に
向
、
「
心
得
中
」
と
踏
廻
り
、
座
に
戻
り
、
下
二
居
。
太
夫
寛
ク
。

其
う
ち
放
し
、
出
、
謡
と
向
。
居
な
が
ら
問
答
。
中
入
迄
可
見
。
廻
賦
・
待
謡
常

の
こ
と
し
。
但
座
に
立
謡
。
連
も
同
前
。
太
鼓
聾
合
に
角
掛
、
合
掌
し
、
「
▽
心

敬
礼
」
と
云
。
連
ハ
其
催
下
二
居
。
脇
言
畢
て
放
し
、
下
二
居
。
後
太
夫
出
、
謡

と
見
。
舞
放
し
、
「
高
間
の
原
」
右
終
迄
見
。
後
別
義
な
し
。

（
ツ
（
船
診

　
出
立
、
次
第
一
名
乗
・
道
行
同
前
。
但
立
向
所
七
八
尺
斗
。
半
着
也
。
廻
賦
。

連
の
答
済
て
、
座
に
行
、
下
二
居
。
太
夫
出
。
（
喜
多
流
は
太
夫
ヨ
リ
掛
ル
時
立
。

一
足
出
テ
）
「
二
河
の
流
」
と
見
。
返
し
に
立
。
一
足
出
、
問
答
。
「
所
ハ
同
じ
名
」

の
打
切
に
放
し
、
「
渡
り
を
通
ら
て
ハ
」
と
向
。
詞
有
。
語
二
下
二
居
（
語
ル
。

尤
）
脇
も
下
二
居
。
中
入
迄
見
。
廻
賦
。
間
の
皿
、
常
の
如
し
。
居
な
が
ら
連
女

謡
と
見
。
朔
り
放
し
、
済
と
見
。
終
迄
後
別
義
な
し
。

（
1
5
4
）
（
黒
塚
）

　
出
立
同
前
。
但
水
衣
〔
コ
ン
〕
。
（
八
丈
嶋
二
而
も
。
）
連
壱
人
。
始
作
物
大
小

の
前
に
大
夫
入
り
出
有
。
次
第
一
名
乗
・
道
行
、
同
じ
。
尤
連
も
正
面
に
向
。
脇

よ
り
二
・
三
尺
程
下
り
謡
べ
く
。
立
向
所
六
七
尺
斗
。
名
乗
て
向
時
踏
ま
わ
ら
ず
。

（
廻
ル
。
）
本
着
勿
論
也
。
廻
賦
。
連
答
済
、
座
に
行
、
下
二
居
。
太
夫
謡
出
す
と

静
に
向
。
「
あ
ら
定
め
な
」
と
立
、
壱
足
出
、
問
答
。
連
も
同
前
。
「
異
草
も
ま
じ

る
」
の
打
切
に
て
、
下
二
居
。
〔
但
其
前
し
て
下
二
居
る
な
ら
ハ
、
其
時
下
居
。
〕

連
同
前
。
初
同
の
う
ち
、
ワ
ク
カ
セ
ワ
を
脇
正
面
に
出
ス
。
謡
済
、
輪
ク
を
見
て
、

「
い
か
に
主
ジ
」
と
言
。
「
何
と
申
す
」
と
太
夫
に
向
。
○
　
（
○
「
御
見
セ
候
へ
」

ト
は
づ
し
居
。
）
太
夫
輪
の
側
に
行
。
可
会
釈
。
○
　
合
サ
シ
ワ
其
儒
可
謡
。
）

「
さ
あ
ら
バ
頓
て
御
帰
り
」
と
云
畢
て
放
し
、
「
哺
／
Ｘ
ヽ
か
ま
へ
て
」
と
見
謡
。
太

夫
放
す
と
脇
も
同
前
。
廻
賦
。
「
そ
れ
か
し
も
ま
ど
ろ
む
間
、
汝
も
夫
に
て
」
と

云
畢
て
○
　
（
○
は
づ
し
）
、
扇
・
数
珠
取
替
、

（
扇
の
事
）
連
同
前
。
狂
言
立
あ
か
り
、
或
ハ

（
二
）
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「
汝
ハ
い
っ
方
」
と
云
。
「
ま
ど
ろ
ミ
候
へ
」
と
言
畢
て
、
又
二
人
と
も
眠
る
。
狂

言
せ
き
は
ら
ひ
な
と
し
、
板
な
と
ぅ
っ
時
、
又
弐
人
（
ワ
キ
）
と
も
起
、
「
近
頃

噪
き
」
と
言
畢
て
、
【
二
人
共
に
】
　
（
ワ
キ
）
眠
る
。
狂
言
来
り
、
〔
シ
カ

く
〕
云
と
起
。
弐
人
共
膝
立
、
扇
・
珠
数
本
の
如
ク
、
取
直
し
「
か
う
渡
り
」

と
、
連
に
会
釈
。
（
狂
言
立
ト
脇
正
面
ヱ
向
。
狂
言
入
ト
連
二
向
、
扇
ヲ
サ
シ
、

数
珠
取
り
替
ル
也
。
）
答
済
て
立
。
作
物
右
の
角
に
行
。
ひ
と
へ
身
に
て
ノ
ソ
ク
。

連
は
二
尺
斗
り
下
り
、
作
物
に
向
。
（
右
ヲ
踏
込
、
左
リ
ヲ
入
レ
、
座
ノ
方
ヨ
リ
、

次
第
二
上
ヨ
リ
下
へ
見
込
。
）
脇
身
を
直
し
な
が
ら
、
「
ふ
し
き
ゃ
」
と
言
。
「
数

し
ら
ず
」
と
（
左
ヲ
引
）
、
右
の
足
を
引
（
下
ヲ
見
）
。
「
軒
と
ひ
と
し
く
」
と
上

を
見
。
「
膿
向
」
と
身
を
直
し
、
（
笛
座
・
脇
座
正
面
。
足
の
事
。
左
少
シ
笛
後
へ

引
。
右
ア
グ
打
。
脇
座
正
面
向
。
）
「
肺
試
」
と
下
を
見
。
「
爛
壊
」
と
正
面
の
下

を
見
。
「
い
か
様
是
ハ
」
と
顔
を
上
、
「
寵
れ
る
鬼
」
と
作
物
を
ひ
と
へ
身
に
て
見
。

連
謡
と
身
を
直
し
、
「
心
も
ま
ど
い
」
の
打
切
に
て
、
正
面
に
向
。
「
行
べ
き
方
」

と
二
足
斗
出
。
（
（
野
守
）
の
通
壱
足
出
。
）
「
足
に
任
せ
て
」
と
（
五
・
六
足
後

へ
引
牛
）
脇
座
に
走
り
行
。
〔
習
有
。
〕
（
足
の
事
。
）
大
夫
、
早
笛
に
て
出
、
謡
と

向
。
【
扇
を
指
、
】
　
二
句
聞
牛
）
、
【
珠
数
】
を
拵
る
。
連
同
前
。
「
当
り
を
沸

て
」
と
い
の
り
出
す
。
〔
習
有
。
〕
（
柱
巻
の
事
）
（
柱
巻
、
飛
、
下
二
居
。
祈
り
グ

ワ
シ
テ
セ
メ
、
立
祈
り
、
其
後
橋
掛
へ
行
。
）
五
段
・
七
段
始
の
如
し
。
太
夫
作

物
の
角
に
飛
、
披
く
時
、
中
腰
に
て
合
掌
し
、
「
東
方
」
と
謡
。
連
同
前
。
〔
尤
ワ

キ
ノ
左
二
付
祈
。
此
時
右
ノ
方
へ
付
べ
し
。
〕
太
夫
立
と
脇
も
立
。
「
せ
め
か
け

く
」
と
太
夫
後
へ
引
時
附
行
祈
り
、
「
伏
に
け
り
」
（
習
有
。
カ
タ
ヲ
打
ニ
テ
ワ

無
。
手
ニ
テ
押
ト
心
得
ベ
シ
。
）
と
Ｉ
ツ
打
、
中
腰
に
成
。
〔
【
（
葵
上
）
の
如
し
。

】
〕
（
「
扨
」
後
ヲ
見
。
フ
」
り
な
」
仕
手
ヲ
見
。
）
「
今
迄
は
」
の
返
し
に
立
、
座

二
行
、
下
二
居
。
「
あ
さ
ま
し
ゃ
」
と
太
夫
来
る
。
可
会
釈
。
（
連
は
「
た
か
ん
ま

ん
」
と
祈
、
座
に
行
、
下
二
居
。
）

二
言

　
（
回
（
飛
婁

　
出
立
・
次
第
一
名
乗
・
道
行
、
同
前
。
但
水
衣
〔
ヨ
リ
緋
。
〕
（
紺
桂
二
而
モ
）
。

連
同
じ
、
半
着
也
。
廻
賦
。
連
答
済
、
座
二
行
、
下
二
居
。
大
夫
出
、
詞
有
。
其

時
向
立
。
壱
足
出
、
問
答
。
「
い
ろ
／
＼
ヽ
を
四
方
に
」
の
打
切
に
下
二
居
。
中
人

迄
可
見
。
柱
を
越
る
と
眠
る
。
（
黒
塚
）
の
如
し
。
狂
言
入
と
弐
人
共
起
、
角
掛
、

謡
な
が
ら
出
。
「
あ
ら
た
成
け
る
」
と
扇
を
指
。
珠
数
を
掛
、
合
掌
し
、
「
南
無
や
」

と
云
。
「
力
を
添
で
」
と
祈
。
「
ふ
し
き
ゃ
」
と
幕
の
方
を
見
。
「
あ
ら
わ
れ
出
る

鬼
神
の
姿
」
と
祈
り
寄
。
後
Ｏ
　
（
Ｏ
同
前
。
）
　
（
黒
塚
）
の
如
ク
、
太
夫
後
へ
飛

ひ
さ
る
と
合
掌
し
謡
。
「
鬼
神
の
通
力
」
よ
り
連
は
座
ス
。
脇
ハ
座
に
戻
り
、
立

見
る
。
「
珠
数
さ
ら
く
」
と
又
祈
寄
。
「
即
心
成
佛
と
祈
ふ
せ
」
と
階
掛
迄
付
行

祈
。
切
直
二
立
戻
り
、
太
鼓
の
前
に
て
振
返
り
、
「
ふ
し
き
ゃ
今
迄
」
と
云
。
返

し
に
座
に
行
、
下
二
居
。
〔
但
他
流
は
太
鼓
の
前
通
り
二
而
祈
伏
、
脇
座
へ
行
と

て
っ
り
返
り
、
「
ふ
し
き
」
と
云
。
〕
金
剛
ハ
柱
巻
に
て
打
上
、
脇
の
謡
。
〔
金
剛

ハ
動
牛
習
有
也
。
〕

言
）
　
（
船
弁
言

　
出
立
同
前
。
子
方
先
に
立
出
。
連
脇
、
平
札
。
白
鉢
巻
。
厚
板
。
大
口
。
側
付
。

少
サ
刀
。
扇
子
。
【
弐
】
　
⊇
一
）
人
、
脇
の
次
に
出
。
次
第
（
山
婆
》
の
こ
と
し
。

「
扨
も
我
君
」
と
名
乗
の
う
ち
、
子
方
に
会
釈
。
「
然
れ
共
我
君
」
と
直
し
、
答
拝

し
、
「
頃
は
文
治
の
」
と
立
（
廻
り
）
、
向
合
。
尤
連
八
名
乗
の
内
其
儒
立
。
判
官

謡
時
、
脇
も
連
も
中
腰
。
「
ま
だ
夜
深
ク
も
」
と
立
。
道
行
常
の
如
し
。
本
着
也
。

廻
賦
有
。
「
此
所
に
」
と
判
官
に
会
釈
。
子
、
座
に
行
。
次
に
連
な
ら
ひ
行
。
脇
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八
四
五
足
行
、
右
へ
踏
廻
り
、
階
掛
、
太
鼓
座
の
前
に
て
狂
言
呼
出
し
、
云
云
済
、

左
へ
踏
廻
り
、
（
直
二
太
鼓
座
へ
寛
き
、
）
太
鼓
座
二
寛
き
、
珠
数
を
懐
中
し
立
、

右
へ
披
き
、
柱
よ
り
二
三
尺
斗
【
出
】
、
角
掛
（
出
）
、
「
正
敷
静
」
と
云
畢
て
、

左
へ
披
き
、
真
中
に
出
、
子
を
見
、
中
腰
に
成
、
手
を
つ
き
云
云
。
「
畏
で
候
」

○
（
○
正
面
二
直
シ
）
「
頓
て
静
の
屋
に
」
と
⑩
（
＠
謳
な
が
ら
立
も
有
り
）
膝
立

直
し
、
階
掛
に
行
。
（
松
の
逞
迄
行
）
太
夫
を
呼
出
、
【
問
答
】
。
「
夫
ハ
と
も
角

も
」
と
踏
廻
、
連
の
右
の
膝
の
角
に
行
。
手
を
つ
き
、
子
方
云
云
有
。
「
畏
で
」

と
云
畢
で
、
手
を
上
、
膝
立
替
【
飯
塚
注
一
書
き
添
え
墨
消
判
読
不
可
】
、
太
夫

台
に
人
て
、
「
此
方
へ
」
と
云
畢
で
、
角
掛
（
居
）
。
太
夫
「
返
す
／
～
も
」
と

向
時
、
庖
答
。
「
浪
風
も
」
の
打
切
に
放
す
。
謡
済
、
子
方
「
い
か
に
弁
慶
」
と

向
。
手
を
下
け
答
。
「
実
く
是
は
」
（
顔
ヲ
上
ケ
）
と
扇
を
披
立
。
「
行
末
千
代
」

と
太
夫
の
側
に
行
。
「
静
に
こ
そ
ハ
」
と
中
腰
に
成
な
が
ら
、
扇
○
　
合
の
手
）

に
左
の
手
を
添
る
。
太
夫
謡
大
扇
畳
、
「
折
節
是
に
」
と
立
。
左
へ
踏
廻
り
、
笛

の
上
に
行
。
烏
帽
子
を
持
、
〔
尤
頭
の
方
ヲ
左
【
ヲ
】
（
ニ
）
持
。
〕
立
、
太
夫
に

向
、
「
是
を
召
」
と
謡
な
が
ら
側
に
行
。
中
腰
に
成
、
き
す
る
也
。
（
自
然
居
士
）

の
如
し
。
〔
【
是
は
前
折
。
】
〕
済
て
本
の
座
に
行
、
下
二
居
。
舞
過
ト
見
。
「
仮

の
宿
り
」
と
子
床
机
よ
り
離
れ
る
を
見
る
。
（
お
じ
ぎ
）
「
御
別
れ
。
見
る
目
も
」

と
太
夫
を
見
。
柱
を
越
ゆ
る
と
放
す
。
狂
言
来
り
、
廻
賦
有
。
畢
て
、
狂
言
太
鼓

座
の
次
に
下
二
居
る
と
立
。
階
掛
の
方
へ
三
四
足
出
と
（
大
鼓
前
週
迄
出
る
と
）

初
の
連
向
立
。
「
い
か
に
武
蔵
殿
」
と
云
。
立
戻
り
向
合
。
問
答
。
「
一
ト
年
渡
辺
」

と
正
面
に
披
き
、
「
今
以
テ
同
じ
御
事
」
と
連
に
向
。
「
急
ぎ
お
舟
」
と
階
掛
の
へ

踏
廻
り
、
行
。
（
正
面
真
中
二
出
、
踏
廻
り
、
「
お
舟
を
」
ト
云
も
有
り
。
足
の
事
。
）

狂
言
に
「
お
舟
を
出
し
」
と
言
。
「
立
さ
わ
ぎ
」
と
柱
の
上
二
二
こ
二
尺
斗
幕
の

方
を
見
、
踏
止
ル
也
。
（
足
の
事
。
）
「
ゑ
い
や
／
～
」
右
へ
披
き
、
後
見
座
に
行
。

中
腰
に
成
、
扇
を
指
。
珠
数
を
右
に
持
。
此
う
ち
に
船
を
狂
言
持
出
、
脇
座
の
前

二
置
、
判
官
乗
。
〔
尤
床
机
か
ゝ
る
。
〕
胴
の
間
の
次
に
始
の
連
斗
○
　
（
○
乗
ル
。
）

狂
言
、
「
皆
々
お
船
に
」
と
言
時
（
立
）
、
左
へ
披
、
胴
の
間
に
乗
。
〔
左
の
足
右
。
〕

角
掛
、
下
二
居
。
狂
言
廻
賦
有
。
〔
習
有
。
〕
「
い
か
に
船
頭
」
と
【
狂
言
を
見
】

（
其
儒
二
而
）
。
「
風
が
替
て
」
と
言
畢
放
す
。
狂
言
波
頭
ニ
ツ
め
に
立
、
左
へ
少

し
披
き
、
「
あ
の
武
庫
山
」
と
云
。
「
此
御
船
」
と
舶
先
を
見
。
「
皆
々
心
中
」
と

連
を
見
。
「
何
事
」
と
言
な
が
ら
角
掛
ケ
。
「
あ
ふ
暫
ク
」
と
連
を
見
。
（
連
の
方

へ
右
足
ヲ
踏
込
。
）
云
畢
で
放
す
。
「
い
や
／
ｙ
ヽ
此
者
」
と
（
其
儒
二
而
）
狂
言
を

見
。
云
畢
て
放
す
。
波
頭
壱
つ
の
内
、
右
へ
見
廻
し
、
幕
の
方
を
見
。
「
あ
ら
ふ

し
ぎ
や
」
と
云
。
「
い
か
に
弁
慶
」
と
子
に
向
、
下
二
居
、
手
を
下
け
る
。
（
「
悪

逆
」
ト
頭
ヲ
上
ケ
、
珠
数
ヲ
こ
し
ら
へ
、
又
元
の
如
ク
直
シ
居
。
「
主
上
」
ト
正

面
二
見
込
。
次
第
二
脇
正
面
へ
見
廻
し
、
「
見
へ
た
る
」
と
単
身
二
而
、
幕
の
方

ヲ
見
込
也
。
）
「
一
門
の
月
卿
」
と
珠
数
を
拵
へ
、
「
波
に
う
か
ミ
て
」
と
幕
を
見

る
。
〔
尤
ひ
と
へ
身
な
り
。
〕
　
太
夫
出
、
脇
に
も
会
釈
時
、
〔
習
有
。
〕
　
（
立
、
左

り
足
ヲ
踏
込
。
）
「
弁
慶
押
へ
だ
て
」
と
左
の
手
に
て
押
ふ
。
〔
習
。
口
傅
。
〕
「
打

物
わ
ざ
」
と
子
を
見
。
「
珠
数
さ
ら
く
」
と
祈
る
。
（
足
ヲ
先
二
直
ス
。
）
「
悪
霊

次
第
に
」
と
祈
り
と
め
、
狂
言
二
詞
有
。
角
掛
、
立
居
。
（
仕
手
二
向
立
居
。
）

「
追
沸
」
と
右
の
手
に
て
一
つ
打
。
（
《
黒
塚
）
の
祈
伏
同
様
也
。
）
　
〔
ひ
と
へ
身
〕

（
元
に
直
し
）
「
祈
り
の
け
」
と
い
の
る
。
「
後
白
波
」
と
祈
止
。
角
掛
下
二
居
。

○
　
（
○
仕
手
二
向
立
居
。
「
成
り
に
け
り
」
幕
の
方
へ
壱
足
出
ル
。
流
れ
込
の
節
、

舟
の
中
二
而
、
壱
足
あ
し
遣
の
留
メ
も
あ
り
。
）
判
官
右
次
第
に
舟
右
下
人
。
〔
習

色
々
有
ナ
リ
。
〕

八

1
5
7
）
　
（
葛
城
天
狗
）

二
言

-
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〔翻刻〕飯冨雅介師所蔵『高安流仕舞附　天・地・人』（三）

　
出
立
同
前
。
但
房
袈
裟
金
人
也
。
連
九
人
〔
或
八
七
人
。
〕
出
立
同
前
。
袈
裟

常
の
通
。
次
第
一
名
乗
。
道
行
、
前
の
如
し
。
立
向
所
、
六
尺
斗
。
始
作
物
、
大

小
の
前
に
出
有
。
廻
賦
有
。
「
い
か
に
か
た
／
＼
こ
と
始
の
連
に
会
釈
。
言
畢
て

座
二
行
、
下
二
居
。
〔
尤
平
座
也
。
〕
太
夫
（
出
）
、
無
構
。
「
寥
／
ｙ
ヽ
た
る
」
と
向

　
【
合
】
　
（
あ
ふ
）
。
「
尤
く
」
と
膝
立
る
。
〔
連
同
前
〕
中
入
迄
可
見
。
間
無
構
。

「
山
河
草
木
」
、
と
角
掛
、
扇
を
指
。
珠
数
を
右
二
持
。
マ
心
乱
る
Ｘ
」
と
階
掛
の

方
を
見
。
「
ふ
し
き
ゃ
」
と
立
。
「
両
眼
月
日
」
と
二
・
三
足
祈
る
。
連
同
前
。

「
此
時
い
わ
ほ
ハ
」
と
祈
留
。
「
大
石
左
右
へ
」
と
作
物
を
見
。
「
役
の
行
者
」
と

後
へ
二
こ
二
足
引
、
下
二
居
。
連
同
前
。
「
大
天
狗
」
の
打
切
ニ
テ
放
ス
。
後
別

義
無
。
〔
習
口
傅
有
。
〕

　
（
1
5
8
）
　
（
大
江
山
）

　
出
立
同
前
。
連
九
人
。
何
も
始
の
如
し
。
一
聾
越
し
て
出
。
「
雲
も
行
成
」
と

名
乗
足
有
。
差
謡
「
又
名
を
得
た
る
」
と
始
の
連
、
正
面
に
披
き
、
謡
。
「
有
時

の
」
と
其
儒
立
向
。
道
行
本
着
。
廻
賦
云
。
太
鼓
の
方
を
向
、
狂
言
呼
。
〔
但
狂

言
は
連
の
後
二
付
出
る
也
。
〕
云
云
済
、
留
り
の
連
方
右
へ
踏
廻
り
、
次
第
に
階

掛
へ
行
。
左
へ
披
き
、
裏
の
方
へ
角
掛
向
。
中
腰
に
て
寛
く
（
ま
つ
）
。
狂
言
云

云
済
来
。
「
此
方
へ
」
と
云
。
脇
右
立
並
、
言
畢
で
、
座
に
行
、
下
二
居
。
太
夫

は
大
小
の
前
に
出
居
る
。
太
夫
の
方
を
向
、
問
答
。
中
入
迄
可
見
。
「
い
さ
／
ｙ
ヽ

酒
を
」
と
酌
す
る
事
も
有
。
「
な
れ
て
つ
ぼ
い
ハ
山
伏
」
と
太
夫
（
来
）
、
脇
の
肩

二
手
を
掛
る
事
有
。
〔
習
有
。
口
傅
。
〕
太
夫
人
と
狂
言
呼
云
云
。
中
人
す
。
後
出

立
、
黒
頭
。
鍬
形
。
白
鉢
巻
。
法
被
肩
上
ヶ
。
厚
板
唐
織
。
太
口
。
太
刀
。
右
二

松
明
を
持
。
作
物
出
る
と
見
合
出
る
。
〔
太
夫
人
出
。
脇
座
也
。
〕
幕
離
し
、
松
明

ニ
ツ
振
。
右
へ
披
き
、
松
の
本
迄
出
。
正
面
う
け
、
松
明
一
ツ
ふ
り
、
「
既
に
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
）

夜
」
と
謡
。
尤
連
、
捌
髪
・
白
鉢
巻
・
替
大
口
・
太
刀
・
厚
板
也
。
「
空
猶
く
ら

き
」
と
松
明
を
左
の
肩
二
寄
、
上
を
見
る
。
〔
口
傅
有
。
〕
松
明
を
捨
、
中
腰
に
て

右
の
方
右
戸
を
開
く
。
「
見
れ
ば
ふ
し
き
ゃ
」
と
立
。
「
鬼
神
の
よ
そ
ふ
ぃ
」
と
ひ

と
へ
身
に
て
見
。
「
兼
而
期
し
た
る
」
と
正
面
披
き
、
「
南
無
や
八
幡
」
と
中
腰
に

て
手
を
下
け
、
「
頼
光
保
生
」
と
連
を
見
渡
し
、
後
へ
引
、
床
机
に
掛
る
。
「
剱
を

と
ば
す
る
」
と
皆
太
刀
を
抜
か
ざ
す
。
始
の
連
斗
台
に
入
。
〔
習
有
。
〕
柱
右
ご
∵

四
尺
斗
出
、
太
刀
を
か
ざ
し
、
問
答
。
「
土
も
本
も
」
と
正
面
う
け
、
「
あ
ま
す
な
」

と
階
掛
を
見
、
不
残
台
に
入
。
脇
正
面
の
方
に
五
人
。
大
小
の
前
に
四
人
。
〔
尤

入
時
習
有
。
〕
働
き
の
内
、
始
の
連
、
壱
ツ
切
違
、
付
て
廻
り
、
笛
の
上
よ
り
切

戸
に
入
。
跡
の
連
、
一
同
に
左
右
よ
り
切
違
ひ
、
附
て
笛
の
上
よ
り
入
、
脇
の
方

へ
仕
手
来
を
見
。
床
机
右
離
、
裾
を
沸
ひ
、
直
に
向
、
切
違
ひ
廻
り
、
中
腰
に
成
。

太
鼓
打
上
、
「
頼
光
・
保
昌
」
と
謡
、
「
よ
り
光
か
手
な
ミ
」
と
台
に
入
。
切
違
、

下
手
に
組
、
一
廻
り
の
内
さ
し
通
し
、
二
重
台
の
下
二
平
座
に
組
伏
せ
ら
る
ゝ
。

「
頼
光
下
よ
り
刀
を
抜
て
」
と
太
刀
を
右
の
方
に
抜
出
し
見
。
中
腰
に
成
、
「
差
通

し
く
」
と
弐
っ
突
。
「
刀
を
力
に
」
と
【
右
】
　
（
左
）
へ
太
夫
を
は
ね
か
へ
し
、

上
を
飛
越
、
壱
ツ
切
、
附
廻
し
例
の
通
留
る
。
仕
方
色
々
有
。
但
太
夫
に
よ
り
切

組
可
替
。
言
合
第
一
也
。

（
1
5
9
）
（
野
守
）

　
（
大
格
子
）
・
出
立
同
前
。
尤
房
袈
裟
、
常
の
白
綾
地
也
。
水
衣
〔
ヨ
リ
〕
、

壱
人
脇
也
。
次
第
一
名
乗
・
道
行
、
例
の
通
。
但
始
作
物
、
大
小
の
前
に
出
有
。

本
着
。
廻
賦
。
畢
て
座
に
行
、
下
二
居
、
太
夫
出
。
小
謡
。
「
夫
ハ
明
州
」
と
向
。

返
シ
に
立
、
壱
足
出
、
問
答
。
「
先
是
に
よ
し
有
け
」
と
正
面
真
中
を
見
。
「
是
ハ

何
と
申
」
と
向
。
「
立
寄
れ
ば
実
も
」
と
始
見
た
る
所
を
見
。
尤
一
足
出
べ
く
。
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「
む
か
し
の
我
」
と
太
夫
を
見
。
太
夫
語
、
下
二
居
る
時
は
、
脇
も
下
二
居
、
立

な
が
ら
語
る
時
は
、
脇
も
立
居
。
「
扨
こ
そ
箸
鷹
」
の
打
切
に
下
二
居
、
廻
賦
。

狂
言
右
掛
。
待
謡
な
し
。
大
小
掛
る
と
扇
子
を
指
。
珠
数
を
右
二
持
、
作
物
の
方

へ
四
・
五
尺
斗
出
。
中
腰
に
て
「
有
難
」
と
謡
。
尤
小
鼓
打
掛
る
也
。
「
祈
け
り
」

と
珠
数
を
掛
、
合
掌
し
、
「
我
年
行
の
」
と
言
（
「
見
せ
給
へ
や
１
」
グ
ワ
シ
テ
）

「
南
無
帰
依
佛
」
と
Ｉ
ト
い
の
り
祈
る
。
畢
て
立
、
左
へ
披
、
座
三
戻
り
、
下
ニ

居
。
太
夫
作
物
に
て
謡
と
見
。
作
物
右
出
る
【
と
】
　
（
時
）
、
中
腰
に
て
可
見
。

問
答
其
催
。
「
暫
く
鬼
神
」
と
立
な
が
ら
一
足
出
。
（
足
遣
イ
の
事
。
）
〔
口
傅
有
。
〕

「
法
味
に
」
と
珠
数
を
掛
、
「
押
も
ん
で
」
と
祈
る
。
〔
習
・
口
傅
ア
リ
。
〕
　
（
カ
ニ

足
の
事
。
）
「
東
方
」
と
角
掛
合
掌
し
、
下
に
居
。
「
明
鏡
の
宝
」
と
鏡
を
太
夫
持

来
渡
す
。
〔
又
前
二
置
事
も
有
。
〕
（
其
催
置
、
後
見
可
取
。
請
取
時
ハ
右
の
方
へ

可
置
。
）
尤
扇
子
を
持
人
也
。

　
（
1
6
0
）
　
（
俊
成
忠
度
）

　
出
立
、
直
垂
・
厚
板
・
別
烏
帽
子
〔
左
折
〕
　
・
白
鉢
巻
・
少
サ
刀
二
扇
子
〔
色

入
〕
右
の
後
腰
に
、
矢
に
短
冊
を
付
指
し
、
壱
人
脇
也
。
尤
俊
成
座
に
床
机
に
掛

る
。
太
刀
持
、
笛
の
上
に
居
。
階
掛
、
松
の
本
に
て
【
正
面
を
う
】
け
、
名
乗
。

答
拝
し
、
一
足
引
、
台
に
向
。
案
内
請
、
俊
成
と
太
刀
持
問
答
の
内
放
し
、
此
方

へ
と
言
時
向
。
台
に
人
。
真
中
に
座
ス
。
尤
俊
成
の
方
に
向
。
「
志
寵
に
短
冊
」

と
腰
の
矢
を
抜
、
左
に
持
、
俊
成
の
側
に
行
。
中
腰
に
て
渡
す
。
膝
立
替
、
本
の

所
に
戻
り
座
ス
。
「
い
た
わ
し
や
忠
度
」
の
打
切
に
て
、
笛
の
上
よ
り
切
戸
に
入
。

後
別
義
な
し
。
〔
但
、
俊
成
を
脇
に
て
す
る
事
も
有
（
ト
言
傅
）
。
宝
生
ハ
脇
、
切

迄
居
ル
。
〕

　
（
匹
）
　
（
小
鍛
冶
）

　
出
立
、
掛
直
垂
。
厚
板
。
大
口
。
（
少
刀
。
）
折
烏
帽
子
。
始
大
臣
名
乗
。
但

　
（
小
原
御
幸
》
の
如
し
。
答
拝
し
、
踏
廻
り
、
階
掛
入
口
に
て
脇
を
呼
出
ス
。

「
い
か
に
此
内
」
と
幕
揚
、
（
二
こ
二
足
ツ
カ
く
ト
出
。
）
謡
な
が
ら
出
、
「
宣
旨

に
て
」
と
中
腰
に
成
、
手
を
下
、
問
答
。
〔
口
傅
ア
リ
。
〕
（
「
去
リ
ナ
ガ
ラ
」
ト
頭

ヲ
少
シ
上
ケ
「
何
ト
仕
」
ト
又
下
ゲ
ル
。
「
ト
ニ
カ
ク
ニ
」
ト
少
シ
上
ケ
、
「
赤
面
」

ト
下
ル
）
「
兎
に
も
角
に
も
」
（
ト
少
シ
上
ゲ
ル
。
）
の
打
切
に
、
大
臣
座
に
行
、

下
二
居
。
脇
は
（
カ
ヘ
シ
ニ
立
行
。
）
真
中
、
大
小
の
前
、
ご
∵
四
尺
斗
出
、
下

二
居
。
正
面
向
、
「
夫
の
ミ
頼
む
」
と
大
匝
に
向
。
「
せ
ん
じ
に
ま
か
せ
」
と
中
腰

に
て
、
手
を
下
け
、
受
。
（
静
二
）
膝
立
替
、
脇
正
面
柱
右
六
尺
斗
（
下
出
、
角

カ
ケ
）
上
二
出
。
（
静
ニ
）
「
是
は
一
大
事
」
と
云
。
「
祈
誓
申
さ
ば
や
」
と
笛
の

上
、
四
・
五
尺
斗
上
り
で
行
。
太
夫
呼
掛
る
と
向
、
問
答
。
「
壁
に
み
ゝ
」
の
打

切
に
下
二
居
。
（
ク
リ
・
曲
、
例
の
通
。
）
「
傅
ふ
る
家
の
」
と
太
夫
指
時
、
手
を

下
け
、
「
下
向
し
給
へ
」
と
（
迄
下
ケ
居
、
「
カ
ン
カ
」
ト
頭
ヲ
上
ル
。
）
手
を
上

け
、
問
答
。
（
【
「
待
タ
マ
ヱ
」
ト
中
腰
、
「
夕
雲
」
ト
直
ス
。
』
）
中
入
迄
見
。
柱

を
Ｏ
　
（
Ｏ
太
夫
）
越
ス
と
角
掛
、
立
入
。
（
雷
聾
。
静
二
頭
ヲ
三
ツ
位
。
後
ハ
ス

ラ
／
～
。
）
後
、
二
重
台
【
正
面
】
。
真
中
（
台
）
端
に
出
有
り
。
出
立
、
風
折
・

長
絹
・
（
扇
）
・
少
サ
刀
さ
ゝ
ず
。
出
様
〔
習
有
〕
。
大
小
の
前
に
向
、
中
腰
に
て
、

扇
子
指
ス
と
小
鼓
打
掛
る
〔
立
所
習
有
。
〕
（
頭
ヲ
壱
ツ
声
立
ツ
）
。
（
猪
、
中
腰
ニ

テ
諏
。
彦
右
衛
門
か
言
二
、
中
ゴ
シ
ニ
テ
題
時
ハ
、
「
願
白
ハ
」
ノ
返
シ
ニ
下
居
。

「
サ
ア
ラ
バ
」
ト
中
ゴ
シ
。
何
レ
ニ
テ
モ
ヨ
シ
。
）
台
に
左
よ
り
上
り
、
下
二
居
。

幣
の
捌
有
。
（
右
ニ
テ
取
り
、
眼
向
ニ
テ
左
ヲ
ソ
エ
、
紙
元
迄
右
ヲ
ズ
リ
上
ゲ
、

右
ノ
ヒ
ザ
ユ
ク
シ
ヲ
ツ
カ
ヱ
ル
。
）
「
宗
近
勅
」
と
云
。
「
さ
あ
ら
ば
十
方
」
と
中

腰
に
成
。
「
カ
ラ
を
合
せ
て
」
と
幣
捌
き
有
。
「
幣
帛
を
（
上
ゲ
）
捧
」
と
（
開
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
）
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ス
グ
）
　
一
ツ
振
。
「
天
に
（
上
ゲ
）
仰
き
」
と
（
開
牛
、
静
二
左
へ
廻
シ
、
「
タ
ン

セ
イ
」
マ
デ
）
又
一
ツ
振
。
○
　
（
○
是
迄
二
右
の
方
へ
戻
ス
。
「
牛
４
　
　
イ
レ
ノ
ヲ
ー

ジ
ウ
セ
シ
メ
」
下
ゲ
ル
。
）
左
右
し
、
向
ふ
へ
返
し
、
「
せ
し
め
給
へ
」
と
（
真
向

二
上
ゲ
）
、
両
手
に
て
指
上
、
（
「
キ
ン
上
士
「
再
拝
」
と
戴
き
（
右
二
取
テ
又
左

ニ
ヲ
ク
）
幣
捌
有
。
（
左
右
）
右
の
方
に
置
。
台
右
お
り
、
笛
の
上
六
・
七
尺
上
に

角
掛
、
下
二
居
。
（
立
チ
テ
後
二
向
、
カ
タ
ヌ
ク
。
直
二
角
掛
居
ル
。
）
（
扇
ヲ
持
。
）

太
夫
出
、
「
い
か
に
宗
近
」
と
見
。
働
離
。
「
三
拝
の
膝
」
と
見
。
手
を
下
け
、

「
御
剱
の
か
ね
ハ
」
と
立
。
尤
働
の
内
に
（
立
）
、
【
地
の
方
ニ
】
向
。
右
の
肩
を

ぬ
く
。
（
扇
ヲ
サ
ス
。
）
台
に
左
の
膝
斗
上
、
槌
を
右
、
剱
を
左
に
持
。
（
剱
ヲ
真

向
二
上
ゲ
、
ツ
チ
ニ
目
ヲ
ツ
ケ
、
）
鉄
台
に
て
（
ハ
ッ
タ
ト
）
　
一
ツ
打
。
太
夫

（
「
丁
ド
し
　
一
ツ
打
。
又
一
ツ
（
「
丁
ウ
」
）
打
。
（
太
夫
「
下
ド
し
又
打
。
（
打
、

「
重
」
ト
又
打
。
又
打
。
）
〔
打
様
、
口
傅
。
〕
「
天
地
」
と
上
を
見
。
「
角
て
御
剱
」

と
上
け
て
見
。
（
真
向
二
上
ケ
テ
見
。
「
ヲ
ビ
タ
ヽ
シ
ヤ
」
）
「
表
に
」
と
銘
の
所
を

一
つ
打
。
〔
口
傅
有
。
〕
（
習
。
）
返
し
て
太
夫
に
う
た
す
。
其
儒
に
て
渡
し
、
（
柄

の
左
り
刄
自
前
。
）
台
を
は
な
れ
、
左
へ
踏
廻
り
、
本
の
座
に
行
。
（
カ
タ
ヲ
入
、

扇
ヲ
持
。
）
角
掛
、
下
二
居
。
「
氏
の
神
」
と
見
。
手
を
下
ケ
、
後
離
ス
。
「
小
狐

丸
」
と
太
臣
に
太
刀
を
渡
す
。
両
手
に
て
請
〔
但
前
に
置
も
す
。
〕
取
、
右
の
方

に
置
、
〔
但
前
二
置
時
ワ
不
構
。
〕
放
す
。
脇
右
先
に
立
入
。
〔
但
中
入
二
習
有
也
。
〕

　
（
1
6
2
）
　
（
現
在
恕

　
出
立
同
前
。
太
臣
同
じ
。
「
実
々
聞
ば
紀
伊
の
国
」
と
正
面
披
く
。
「
是
朝
敵
」

と
大
臣
に
向
。
「
萬
代
」
の
打
切
に
、
台
に
入
。
（
小
鍛
冶
》
の
ご
と
し
。
尤
正

面
に
向
。
〔
習
有
〕
曲
舞
済
、
大
臣
「
宣
旨
に
任
せ
」
と
向
。
手
を
下
ヶ
受
、
膝

を
立
替
立
、
中
人
す
。
大
臣
も
入
。
後
二
重
台
、
脇
正
面
に
出
有
。
出
立
、
平
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
）

　
【
烏
帽
子
】
　
・
白
鉢
巻
・
単
狩
衣
・
太
刀
佩
、
弓
矢
ヲ
持
。
猪
野
隼
太
、
打
烏
帽

子
・
調
度
掛
・
袖
・
厚
板
・
大
口
・
少
サ
刀
〔
木
刀
〕
、
平
胡
籐
せ
お
ふ
。
〔
作

り
様
習
有
。
〕
左
の
手
に
て
剱
を
持
。
一
言
越
て
出
。
幕
離
れ
有
。
松
の
本
に
て

正
面
受
謡
。
連
も
同
前
。
「
召
ぐ
し
た
る
」
と
ひ
と
へ
身
に
て
見
。
（
脇
モ
ツ
レ
モ
、

一
同
二
向
ふ
也
。
）
台
に
人
。
柱
右
三
・
四
尺
斗
出
。
（
踏
止
メ
、
幽
エ
ン
シ
テ
脇

座
へ
行
、
幕
ヲ
見
ル
。
し
て
出
ル
ヲ
付
ケ
、
見
々
シ
テ
）
「
雨
風
」
と
角
掛
、
上

を
見
。
「
す
ハ
や
時
節
」
と
座
二
行
、
角
掛
中
腰
也
。
連
は
笛
の
上
四
・
五
尺
斗

上
に
行
、
胡
籐
を
置
、
角
掛
居
る
。
〔
尤
中
腰
也
。
〕
「
黒
雲
一
村
」
と
ひ
と
へ
身

に
て
太
夫
を
見
。
連
同
前
。
「
南
無
や
八
幡
」
と
角
掛
、
礼
し
、
矢
の
手
に
弓
を

取
添
、
膝
立
替
、
披
き
、
左
の
肩
脱
。
〔
習
有
。
△
〕
（
△
ト
正
面
二
向
。
弓
矢
、

一
同
二
右
二
持
。
弓
を
突
、
頭
ヲ
下
ケ
、
「
祈
念
し
て
」
頭
を
上
ゲ
、
し
て
ニ
向

く
。
）
弓
に
矢
を
つ
か
い
立
。
「
化
生
の
真
中
」
　
【
と
放
し
、
弓
の
先
を
卸
し
、
下

二
居
。
又
一
筋
を
】
　
（
矢
放
ツ
也
。
射
、
弓
ヲ
返
し
、
右
ノ
手
ニ
テ
ニ
ノ
矢
ヲ
取
。
）

つ
か
ふ
。
「
さ
か
さ
ま
に
落
け
る
」
と
連
（
立
行
）
両
手
を
披
き
、
（
し
て
の
側
へ
）

は
し
り
寄
、
棹
へ
は
づ
し
（
正
面
角
掛
、
左
ヲ
立
。
右
ヲ
ツ
。
直
二
右
ヲ
立
。
左

ヲ
ツ
。
脇
正
面
二
向
。
（
土
蜘
》
ノ
通
り
飛
也
。
手
ノ
事
。
直
二
立
。
）
　
【
又
右

の
手
に
て
取
は
づ
し
、
膝
立
替
】
追
行
。
階
掛
に
て
捕
、
引
倒
し
、
少
サ
刀
抜

二
刀
・
二
刀
こ
二
刀
九
刀
）
　
【
三
刀
】
さ
し
、
さ
や
に
納
メ
、
【
左
へ
角
掛
】

（
後
見
座
二
来
り
）
、
手
を
下
け
、
待
脇
【
「
一
ト
刀
、
二
刀
」
と
』
（
連
二
付
、

シ
テ
柱
ノ
元
迄
行
。
踏
止
メ
、
連
ノ
サ
ス
時
、
横
二
取
り
出
デ
、
見
止
メ
、
「
弓

矢
ノ
家
ニ
」
卜
一
同
二
右
二
持
。
正
面
二
二
こ
二
足
出
デ
ー
足
引
。
）
弓
矢
【
を

左
右
に
持
。
太
鼓
の
前
あ
た
り
迄
は
し
り
寄
。
】
（
幽
ヱ
ン
シ
テ
、
角
カ
ケ
止
メ

拍
子
ニ
ツ
也
。
如
９
０
）
【
「
弓
箭
の
家
」
と
正
面
向
牛
、
矢
に
弓
を
取
そ
へ
、
披
き
、

放
し
、
留
の
拍
子
二
つ
（
踏
）
。
弓
矢
を
取
分
持
人
。
】
〔
口
傅
数
多
有
。
【
本
文
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二
平
札
、
白
鉢
巻
卜
有
。
】
〕

　
（
奥
書
）

天
保
九
戊
戌
（
一
八
三
八
）
春
於
東
都
写
之
豊
後
岡
藩
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
性
阿
南
惟
英
主
人

付
記
　
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
翻
刻
を
御
許
可
頂
き
ま
し
た
高
安
流
脇
方
飯
冨
雅
介
師

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
の
作
成
に
当
た
っ
て
御
教
示
を
頂
き
ま
し

た
筧
鉱
一
師
、
デ
ー
タ
入
力
に
協
力
頂
き
ま
し
た
平
成
九
年
度
飯
塚
ゼ
ミ
卒
研
生

の
中
島
淑
恵
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
一
〇
年

度
文
部
省
科
学
研
究
費
助
成
奨
励
研
究
（
Ａ
）
「
東
海
地
域
能
楽
資
料
の
収
集
と

整
理
」
（
課
題
番
号
一
〇
九
七
一
〇
三
二
八
）
及
び
平
成
一
一
年
度
椙
山
女
学
園

大
学
研
究
助
成
（
Ｂ
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
と
な
り
ま
す
。

二
七
）
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